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刊行のことば

日本国内外に移住によって形成されたコミュニティが存在している。そこには日本各地の出身者が持ち込んだ方言が接触している。その接

触による言語変容が各地で生じた。その言語変容の在り方は，コミュニティの特性とどのようにか毎わっているのか。このような接触方言

学的関心から現在，人間文化研究機構国立国語研究所でのプロジェクト（独創・発展型）　「接触方言学による『言語変容類型論』」　（プロ

ジェクトリーダー　朝日祥之）が進められている。

本報告書は，そのコミュニティを北海道に設定し，そこで生じてきた言語変容の在り方に迫るものである。北海道方言としての特徴を浮き

彫りにするために，東北地方，北陸地方も調査対象地域として取り込み，同一調査票で調査データを収集している。調査も，北海道，東北，

新潟にわたる101地点，総調査人数5，515人が対象となった。このような大規模調査から北海道方言の動態に迫っている。

本プロジェクトでは，こうした移民社会を対象にして実施された調査結果の報告を今度もプロジェクトの成果として刊行していく予定である。
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1，はじめに

　「北海道方言」とされることばの中には、北海道の風土で生まれ育ち、
北海道全域に広がったことばもあるが、古く本州から津軽海峡を渡って海
岸部の地域に伝播し、海岸地域の日常生活の中で使われていたことばから
のものが多い。それらの多くは、東北方言圏と中部方言圏の北陸地方から
のことばであり、中でも青森県、岩手県、秋田県、山形県からのものが圧
倒的に多く、新潟県からのものも多い。
　そのように、本州から北海道に持ち込まれ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日常生活のことばとして長
い間使い続けられ、「北海道方言」といわれるようになっていることばが、
その出もとである東北地方や北陸地方でどのように使われているのか、そ
の音韻的、意味的、勢力分布的な面からの把握が是非とも必要である。
　「北海道方言」といわれていることばの東北地方や北陸地方における使
用状況との比較・分析を通してはじめて、いわゆる「北海道方言」の北海
道方言らしさ、北海道方言的特徴を明らかにすることができ、今まで見え
ていなかった「北海道方言」の実態を具体的に究明することができるから
である。そのためには、北海道と東北地方、北陸地方を調査対象として、
「北海道方言」といわれていることばの多地点・多人数調査をなし、それ

によって得られたデータに基づいて、いわゆる「北海道方言」を客観的に
把握し、考察する必要がある。
　近年、井上史雄氏とそのグループにより、東北と北海道でのことば（方
言）の地理的・年齢的分布と動態、また、日本海里の富山県から青森県に
至る日本海沿岸地域での地理的・年齢的分布と動態を明らかにする大規模
な調査がおこなわれ、それぞれグロットグラム（年齢×地理図）によりそ
の成果が公表されている（＊注）。貴重な調査研究報告で、それによって、
新方言のみならず、今まで把握できていなかった北海道と東北地方、北陸
地方での方言の分布と動態を具体的に把握することが可能になった。しか
しながらその調査は、いわゆる「北海道方言」を北海道と東北地方、北陸
地方での多地点・多人数調査によってとらえ、東北地方や北陸地方と関連
づけて明らかにすることを目的とする方法はとられていない。それ故、各
ことばの勢力分布は残念ながらとらえることができない。
　そこで、「北海道方言」の実態を明らかにすべく、先ず2007年に北海道
調査を一応終え、2008年からは調査を東北地方と新潟県に延ばし、2010
年までに東北地方の青森県、秋田県、山形県、岩手県の一部、そして新潟
県での調査を終えた。北海道で残っていた道南方言圏の積丹半島地域の調
査は2008年に、噴火湾・太平洋側地域の調査は2009年半それぞれ終えた。
岩手県の残る地点と宮城県、福島県の調査は2011年春におこなう予定で
あった。しかし、この度の未曾有の東日本大震災により中止せざるをえな
かった。調査地101地点、調査人数5，515人の調査となった。
　岩手県、宮城県、福島県での調査の継続は、少なくとも後数年はできな
いと思われる状況であるところがら、不完全なかたちではあるが、ひとま
ず今までの調査によって「北海道方言」について考察することにする。
　（＊注）井上史雄・鑓水兼貴・玉井高宏児『東北・北海道方言の地理的・年齢的分布』
　　　　（科予予研究成果報告書2003）。　井上史雄『日本海沿岸地域方言の地理的・
　　　　年齢的分布』（科研費研究成果報告書2008）。

2，調査目的と考察の方法

　本調査報告書をなすための調査では、「北海道方言」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　といわれている北
海道で日常生活の中で使われている語（ことば）と語法（表現）を取り上
げ、北海道と青森県、秋田県、山形県、岩手県の東北地方、そして新潟県
を調査地域とし、調査対象者を30歳代から50歳代とした。
　その目的は、　　　　　　　「北海道方言」といわれている語や語法が、各地域の30
歳代から50歳代においてどのような使用状況であるのか、また、地域間
にはどのような差が認められるのかを把握し、それらのことばの地理的勢
力分布、その動向と伝播の諸相を明らかにし、もって「北海道方言」とい
われている語と語法の実態を具体的に究明しようとするところにある。
　その目的を達成するため、各地で多地点・多人数調査の方法を採り、「北
海道方言」といわれている語と語法を、青森県、秋田県、山形県、岩手県
の東北地方、そして新潟県での使用状況と関連づけて考察する。
　従来の「北海道方言」の考察は、東北方言や新潟方言の状況把握は切り
離され、北海道内の調査データのみで言及されることが多かった。また、
高年齢層と若年層とはよく調査対象とされ、言及されることが多いのに対
し、30歳代から50歳代の年齢層は調査対象とされることが少なく、そ
れ故、「北海道方言」の動向のきめ細かな考察に必要と思われるこの年齢
層の資料が、高年齢層や若年層に比べて少ない。
　30歳代から50歳代の年齢層は、社会での活動で中心的な年齢層であ
り、その社会的な位置からしてかれらの使用することばと表現は共通語に
傾き、職場を離れた改まらない生活場面でも高年齢層や若年層に比べ共通
語の使用が多くなっていると思われている。それ故、そのような年齢層で
の方言の使用実態を把握することは、高年齢層で使われている方言をどの
ように引き継いでいるのか、また、共通語へと急速に向かっている若年層
にどのような影響を与えているのかなどを明らかにするのに資するだけで
なく、今後の「北海道方言」の動向を見極める上でも大切である。
　考察は、「語」と「語法」に分けて行う。考察にあたっては、先ず、回
収された調査票（アンケート）を地域別・地点別に整理し、調査項目ごと
の各調査地の回答人数整理表を作り、それによりパソコンにデータを入力
してグラフを作成し、そのグラフに基づいて考察する方法を採る。
　調査は平成の大合併以前の市町村を一つの調査単位として実施しており、
方言の動態をも究明しようとする考察の目的から、グラフと考察では旧市
町村名をそのまま用いる。各調査項目毎に全体を棒グラフで示して地点間、
地域問での使用状況を明らかにし、意味の違い、用法の違い、同意語など
の使用状況の比較は折れ線グラフによって示し、地理的勢力分布の現況、
その動向と伝播を概観する方法を採る。
　今まで、まとまった具体的な把握がされていない30歳代から50歳代
の社会活動の中心的な年齢層における北海道での方言使用の現況と、青森
県、秋田県、山形県、岩手県の東北地方、そして新潟県での方言使用の現
況を関連づけて比較・分析することにより、「北海道方言」といわれてい
る語と語法について、より深く究明することができると考えるからである。
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3，調査年と調査地ならびに調査人数

《北海道調査》
　【注記】Oは、高校依頼「高校生の父母調査」（2007．1～2007．7）のデータに拠る。

　　　　＊は、「高校生の父母年齢層臨地調査」（2007．6～2007．10）のデータに拠る。

　　　　O＊は、両調査のデータに拠る。
　　　　他は、臨地依頼調査、臨地直接調査のデータに拠る。

■査年 ■査地

【道南方言圏地域】
　　〔噴火湾・太平洋側〕
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　　調査年　　　 調査地

【青森県下北半島側地域】

　　2008．7・10　佐井村
　　2008．7・10　大間町
　　2008．7・10　　風間浦村
　　2008．10　 むつ市
　　2008．10　　野辺地町

【青森県中央部地域】

　　2008．10　　青森市
　　20097　　弘前市
【青森県津軽半島側地域1

　　2008」・10　蟹田町
　　2008．7・10　今別町
　　2008．7・10　三厩村
　　2008．10　　五所川原市
　　2008．10　小泊村
　　2008．10　　鯵ヶ沢町
　　2008．10　深浦町

【秋田県海岸部地域】

　　20097　　　能代市
　　2009．7　　男鹿市
　　2009．7　 秋田市
　　2010．3　　岩城市
　　2010．3　 本荘市
　　2010．3　　仁賀保市
　　2009」　　象潟町
【秋田県内田部地域】

　　2010．4　 角館市
　　2010．4　 大曲市
　　2010．4　　横手市



4，調査地と全国方言区画地図
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5，東北地方情森県・岩手県・秋田県・山形県）での
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧藩領域畑

田藩・本庄藩・矢量　・

内
庄

£’

R形藩・上山藩など

’沢

【注1上図は、加藤正信・佐藤武義・前田富祓著『方言に生きる古語』に掲栽の旧藩領域

　　の図に拠って作成した。
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6，謝辞・調査協力者

　調査は2007年から2010年の4年間で実施した。その間、北海
道と東北の青森県・秋田県・山形県・岩手県、そして新潟県の101地
　　5，515人の方々のご協力により、本考察のデータを得ることが点、

できた。データをお与えくださった方々に心よりお礼申し上げる。
　このような広域にわたっての多地点・多人数調査ができたのは、各調
査地でお力添えをくださった方々のご温情によるところが大きい。アン
ケート用紙の配布、集約から、返送までなさってくださり、また、調査
にあたりご助言をもいただいた。
　本調査報告書により、今まで具体的な把握ができていなかった「北海
道方言」と東北方言、新潟方言との関わりと勢力分布の状況を明らかに
することができたのは、お力添えくださった方々のご尽力による。ここ
に記し、心より感謝申し上げる。〔（）内は調査時点で、敬称は略す。〕

【北海道】

　　　001滑川　　剛（長万部町教育委員会）
　　　002米代　　剛（長万部町教育委員会）
　　　003三坂亮司（八雲町教育委員会）
　　　004片野　　滋（森町教育委員会）
　　　005渡辺康文（鹿部町教育委員会）
　　　006佐藤重人（鹿部町漁業協同組合）
　　　007飯田敏次（函館市教育委員会南茅部教育事務所）
　　　008中易正明（南かやべ漁業協同組合川町支所）
　　　009三ツ石悟（函館市教育委員会椴法華教育事務所）
　　　010杉山和行（えさん漁業協同組合椴法華支所）
　　　OH山下　　勝（函館市役所戸井支所）
　　　012木村栄治（北海道福島商業高等学校）
　　　013若佐智弘（松前町役場）
　　　014滝谷義一（松前さくら漁業協同組合）
　　　O15木村朝子（上ノ国町役場）
　　　O16布施麻希子（江差町役場）
　　　017三鹿裕明（北海道熊石高等学校）
　　　018鯨井　修（北海道檜山北高等学校）
　　　019宮澤正行（北海道寿都高等学校）
　　　020伊藤喜良（岩内町役場）
　　　021濱　　秀宏（岩内町役場）
　　　022大島恭介（共和気欝育委員会）
　　　023小林宣弘（共和町農業協同組合）
　　　024長尾　透（泊村教育委員会）
　　　025岩田好美（神恵内村教育委員会）
　　　026小林　　直（古平漁業協同組合）

　　027末神敏昭（北海道小樽潮陵高等学校）
　　028中島洋史（北海道小樽潮陵高等学校）
　　029上田啓輔（北海道増毛高等学校）
　　030御代裕昭（増毛町役場）
　　031増岡秀夫（留萌市役所）
　　032成川　　敬（苫前町役場）
　　033宇佐美雅巳（北留萌消防組合消防署苫前支署）
　　034田澤己栄樹（苫前郵便局）
　　035本間幸広（羽幌町役場）
　　036川端　　聰（天塩町役場）
　　　037板垣寿徳（豊臣町役場）
　　　038堀江美奈（稚内市役所）
　　　039津田剛志（札幌市手稲区役所）
　　　040岡部　　敦（北海道札幌手稲高等学校）
　　　041及川雅晴（北海道札幌東陵高等学校）
　　　042乾　成美（北海道札幌東陵高等学校）
　　　043東　　正入（砂川市役所）
　　　餌4高瀬慎二郎（滝川市役所）
　　　045井上文二（北海道富良野高等学校）
　　　046芦田修一（北見市役所）
　　　047大貫雅英（遠軽町役場）
　　　048成田　　準（北海道伊達高等学校）
　　　049伊藤俊光（苫小牧市役所）
　　　050毛利よし子（苫小牧市役所）
　　　051田辺貞次（新ひだか町役場）
　　　052柴田　隆（新ひだか町役場）
　　　053本郷梨香（浦河町役場）
　　　054細川千枝（様似町役場）
　　　055田宮　　司（北海道えりも高等学校）
　　　056平船昭宏（釧路市役所）
　　　057北川勝雄（厚岸町教育委員会）
　　　058熊崎農夫博（厚岸町教育委員会）
　　　059谷口博之（根室市役所）
　　　060川島雄司（斜里町役場）
　　　061和田俊太郎（網走市役所）
　　　062田中優二（紋別市役所）
　　　063思案三保子（北海道浜頓別高等学校）

【青森県】

　　　064滝本正憲（佐井村教育委員会）
　　　065内田誠一（佐井村漁業協同組合）
　　　066興村慎吾（大間町教育委員会）
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　　　067石戸益美（大間町商工会）
　　　068小浜哲夫（大間漁業協同組合）
　　　069松谷幸夫（大間町細間道）
　　　070能渡善行（風間浦村役場）
　　　071土井豊（風間浦村教育委員会）
　　　072宮古大靖（風間浦村挙国間漁業協同組合）
　　　073横浜義秋（風間浦村易国間）
　　　074村口要太郎（風間浦村富国間）
　　　075村口　節子（風間浦村易国間）
　　　076青山高志（むつ市教育委員会）
　　　077山本文三（むつ市商店街）
　　　078成田桂子（むつ市商店街）
　　　079橋本邦夫（野辺地町役場）
　　　080高坂和麿（青森市役所）
　　　081安田光孝（青森市商店街）
　　　082渡辺茂義（青森市商店街）
　　　083菅野昌子（弘前市役所）
　　　084小中雄治（弘前市±：手町）
　　　085久保田　　（弘前市中土手町商店街）
　　　086山崎　　賢（弘前市上土手町商店街）
　　　087三上　　豊（外ケ浜町教育委員会）
　　　088工藤　　豪（外ケ浜町蟹田）
　　　089本郷光成（今別町教育委員会）
　　　090柏谷謙治（竜飛今別漁業協同組合）
　　　091秋田幸則（外ケ浜町役場三厩支所）
　　　092山田清昭（外ケ浜町字三厩本町）
　　　093川村修蔵（竜飛今別漁業協同組合）
　　　094古川甚大（五所川原市役所）
　　　095鰐田義光（五所川原市商店会）
　　　096工藤邦昭（五所川原市商店会）
　　　097磯野政雄（中泊町役場小泊支所）
　　　098小野清秋（中泊町小泊）
　　　099横野昭治（中泊町小泊）
　　　100腰明正英（鰺ヶ沢町教育委員会）
　　　101若松　修（鰺ヶ沢町商店会）
　　　102宮本　満（深浦町教育委員会）
　　　103伊東　　信（深浦町教育委員会）

【秋田県】

　　　104伊藤　　勉（能代市役所）
　　　105鎌田　　　（能代市役所）
　　　106山田政信（男鹿市役所）

　　　107青木　　巌（秋田市役所）
　　　108須田泰史（由利本荘市岩城総合支所）
　　　109渡部　　進（由利本荘市岩城総合支所）
　　　110三浦千尋（由利本荘市役所）
　　　l11安倍はと子（にかほ市役所にかほ庁舎）
　　　112須田慎人（にかほ市役所象潟庁舎）
　　　113須田泰史（にかほ市役所象潟庁舎）
　　　114斎藤　　　（仙北市役所）
　　　115山形幸子（仙北市教育委員会）
　　　l16厨川信之（大仙市役所）
　　　117栗林弥生（横手市役所）

【山形県】

　　　118東海林エリ（遊佐町役場）
　　　119長尾和浩（酒田市教育委員会）
　　　120佐藤英夫（酒田市中通り商店街）
　　　121菊池恒夫（酒田市中通り商店街）
　　　122木村　　久（鶴岡市役所）
　　　123三浦市樹（鶴岡市温海庁舎）
　　　124川又秀昭（新庄市役所）
　　　125細谷　　充（村山市役所）
　　　126柴田　　明（村山市役所）
　　　127斎藤　　　（天童市役所）
　　　128高橋　仁（天童市役所）
　　　129大場隆志（山形市役所）
　　　130菅野紀生（米沢市役所）

【岩手県1

　　　131滝川幸弘（洋野町役場）
　　　132盛合光成（宮古市役所）
　　　133中村達也（釜石市役所）
　　　134高瀬政広（二戸市役所）
　　　135菊池　　寿（遠野市役所）
　　　136前川さおり　（遠野市教育委員会）

【新潟県】

　　　137菅原　　寿（村上市役所山北支所）
　　　138本間　清（村上市役所山北支所）
　　　139川村勇治（村上市役所）
　　　140佐藤　　博（村上市役所神林支所）
　　　141山本剛広（新潟市役所）
　　　142金泉修一（出雲崎町役場）
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143松永　　　　（出雲崎町役場）

144小池兼一郎（上越市役所）

145山崎　　剛（上越市役所）

146八幡　　　（上越市役所）

147小泉由岐子（新発田市役所）

M8倉島　　　（新発田市役所）

149高橋　穣（新潟市秋葉区役所）
150田辺　　亮（長岡市役所）

　岩手県の二戸、遠野、釜石、宮古、種市（現洋野町）の調査は2010
年の3月下旬から4月上旬にかけて実施し、地域の方々のお力添え、ご協

力により、多くの貴重なデータのご提供をいただいた。それらの方々の中

には、この度の東日本大震災で被災された方々、また、不幸にしてお亡く

なりになった方が居られることをとても残念に思う。被災なさった方々に

お見舞い申し上げ、一日もはやい復興を祈念申し上げる。また、お亡くな

りになった方に衷心より哀悼の意を捧げ、ご冥福をお祈り申し上げる。

　お力添え、ご協力によりお与えくださったデータによるこの調査報告書

を、被災前、また、ご生前にお届けすることができなかったことをお詫び

申し上げるとともに、お亡くなりになった方の御霊に捧げ、改めてお礼申

し上げ、感謝申し上げる。

（2012．4．8記）
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◇「十分な・満足のいく」の意味で「アズマシイ」を使うかを問う。

　青森県、北海道で勢力があり、北海道の道南方言圏で優勢である。青森県では、津軽半島部、下北半島部で比較的勢力がある。萩田県では、青森県寄り
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03■ rアズマシイ の1と　の 用
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㊥ ①気鵬よい響②瀦足のいく

◇「アズマシイ」の①「気持ちよい」と②「十分な・満足のいく」の使用状況を見る。

　「アズマシイ」は、青森県から北上して北海道に伝播しているが、秋．田県や山形県、岩手県方面への南下は弱かったようで、その勢力はほとんど見られ
ない。「アズマシイ」に見られるこのような青森県と北海道との強い繋がり、北海道全域への「アズマシイ」の勢力拡大は、青森県と北海道との長い歴史
的関係、とりわけ、練場時代の青森県側からの大．勢の漁夫の渡道が背景にあってのことと思われる。
　「アズマシイ」は、青森県では「気持ちよい」の意味合いで使われることが多く、「満足のいく」の意味合いで使われることはそれに比べて少ない。そ
れに対し、北海道では「気持ちよい」と「十分な・満足のいく」には大きな差がない使用となっている。
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05■ 「アズマシイ　と「アズマシクナイ　の使用
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●アズマシイ①（気捧ちよい）畳アズマシイ②（満足のいく）▼アズマシクナイ

◇「アズマシイ」の①「気持ちよい」②「十分な・満足のいく」と否定形「アズマシクナイ」の使用状況を見る。

　青森県では、「気持ちよい」の意味での「アズマシイ」が優勢で、否定形「アズマシクナイ」がそれに次ぎ、それらに比べ、「十分な・満足のいく」の
意味での「アズマシイ」の使用は、勢力が弱い状況である。「気持ちよい」の意味での「アズマシイ」と否定形「アズマシクナイ」の勢力は、下北半島部
では拮抗状態であるが、中央部、津軽半島部では、「気持ちよい」の「アズマシイ」の勢力が強く、津軽半島部で優勢である。
　北海道では、否定形「アズマシクナイ」が「アズマシイ」を凌いで全域で優勢で、「気持ちよい」の意味での「アズマシイ」と「十分な・満足のいく」
の意味での「アズマシイ」の使用は、「気持ちよい」がいくぶん優勢ではあるが、青森県でのように「十分な・満足のいく」と大きな勢力差は見られない。
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◇「反対・逆」の意味で「アッペコッペ」を使うかを問う。

　青森県、北海道で勢力があり、青森県と北海道の道南方言圏で優勢である。青森県では、中央部で勢力が弱く、下北半島部、津軽半島部の海岸地域で勢
力がある。秋田県では、青森県寄り海岸部の能代、男鹿では勢力があるが、秋田以南の海岸部、内陸部では微弱である。岩手県では、海岸部、内陸部とも
に弱い勢力状況である。山形県、新潟県では、海岸部、内陸部ともに微弱である。
　北海道では、道南方言圏の南側、北側の積丹半島部先端地の積丹で勢力があり、優勢である。太平洋側日高地域の先端地えりもでも優勢である。内陸部
では勢力の微弱な地点が多い状況である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。19一



07■「イープリコキ　イープリコギ・イイフリコキ・イイフリコギ
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◇「見栄を張る・派手にする人」の意味で「イーブリ灘キ（イーブリコギ・イイフリコキ・イイフリコギ）」を使うかを問う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

．的麟犠懸由三塁繧彗星毒鶉手騰麗葦葺準準騨蕩犀灘爽繭窪窪臨覇鵜騨禺塵齢驚倒
りの新庄で勢力があるが他の地点では弱い状況である。岩手県では青森県寄り海岸部の種市で極めて勢力があるが、海岸部の他の地点では微弱で、内陸部

で購灘鷺舗欝轟翻閣潔禦難で面面編謝総轄嵐山幽魂協騰潔鞭蕩蕗域の厚岸で勢力が強い．

08■「イッチョーマエ（イッチョマエ）
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◇「一人前」の意味で「イッチョーマエ（イッチョマエ）」を使うかを問う。

　　　　　　　　　　　　　　　し　青森県、秋田県、山形県、岩手県、新潟県、北海道で勢力があり、北海道でいくぶん優勢な傾向である。青森県では、津軽半島部に勢力の弱い地点が多

選鞭鴇手躍盤響贈ぐく亭亭鯛灘響懸蒲鷲携轟野灘観駕鴇瀦齪羅ともに勢力がある・
　北海道では、全道的に勢力があり、海岸部、内陸部で大きな差のない状況であるが、太平洋側の胆振地域、道東地域、オホーツク海側の地域でいくぶん
勢力が弱い傾向である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一20一



09■「ルカス（ルガス
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◇「水に浸す」の意味で「ウルカス（ウルガス）」を使うかを問う。

　青森県、秋田県、山形県、岩手県、北海道で勢力があり、山形県、岩手県、北海道でいくぶん優勢な傾向である。それぞれ、海岸部、内陸部で大きな差
は見られない状況であるが、青森県では、津軽半島部に、秋田県では、秋田以南の海岸部にいくぶん勢力の弱い地点が見られる。山形県、岩手県では、海
岸部、内陸部ともに勢力があり、大きな差はない。新潟県では、海岸部、内陸部ともに新潟以北で勢力があるが、新潟以南では勢力が微弱な状況である。
　北海道では、全道的に勢力があるが、日本海側地域で太平洋側やオホーツク海側の地域よりもいくぶん優勢な傾向で、道南方言圏の日本海側と太平洋側
でも同じような状況である。太平洋側日高先端地のえりも、オホーツク海側先端地の浜頓別では地域内の他の地点より優勢な状況である。

10■「カテル（カデル）
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◇「仲間に入れる」の意味で「カテル（カデル）」を使うかを問う。

　青森県、秋田県、岩手県で優勢である。山形県の海岸部、北海道の道南方言圏太平洋側でも勢力がある。青森県では、津軽半島部、下北半島部で優勢で、
中央部ではそれに比べて勢力が弱い。秋田県では、内陸部で優勢で、海岸部の岩城では微弱である。岩手県では、海岸部、内陸部で大きな差がなく、勢力
がある。山形県では、海岸部で勢力があるが、南下するに従い弱くなっている。内陸部では北の新庄で微弱で、他の地点では全く勢力がない。新潟県では、
海岸部では新潟以北の地域で微弱で、内陸部でも新潟以北の新発田で勢力があるが、海岸部、内陸部ともに新潟以南では全く勢力がない。
　北海道では、道南方言圏の太平洋側で強くはないが勢力があり、亀田半島の先端地域から噴火三二で優勢で、道南方言圏の日本海側や道南方言圏以北の
目本海側、太平洋側の日高、道東地域では弱く、太平洋側の胆振地域、オホーツク海側の地域では微弱である。内陸部では極めて微弱である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2韮一



11■ 「カタセル カダセル
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◇「仲間に入れる」の意味で「カタセル（カダセル）」を使うかを問う。

　秋田県の海岸部、山形県の海岸部、新潟県の新潟以北の海岸部、北海道の道南方言圏の日本海側、道南方言圏以北の日本海側で、強くはないが勢力があ
る。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部ともに勢力が弱い。秋田県、山形県の内陸部では全く勢力がない。岩手県では、海岸部、内陸部ともに
微弱である。新潟県では、海岸部、内陸部ともに新潟以北では勢力が見られるが、内陸部では弱く、新潟以南では海岸部、内陸部ともに全く勢力がない。
　北海道では、道南方言圏の日本海側で勢力があり、南側の松前・上ノ国・江差・熊石、北側の積丹半島先端地域で優勢である。太平洋側の胆振地域、目
高地域では極めて弱く、道東地域、オホーツク海側の地域では微弱である。内陸部では極めて微弱な状況である。

12■「マゼル　（仲間に入れる）
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◇「仲間に入れる」の意味で「マゼル」を使うかを問う。

　青森県、秋田県、山形県、岩手県、新潟県、北海道と広域に渡って勢力があり、山形県の内陸部で優勢である。青森県、秋田県、そして、山形県の海岸

部磯叢惣雑縫離齢繍間に大きな観差は見られない状泌あるが、海岸部では、道勅調南側の日本瀾の熊石と、北側の翻鴇先
端地の積丹で勢力が弱い状況である。内陸部では、道央の砂川で勢力が強く、優勢な状況である。
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13圏「カテル　カデル）　と「カタセル　カダセル）　と「マゼル　の　用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道と東北・新潟での方言使用の現混一30歳代～50歳代の年齢層一
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一「カテル（カデル）」と「カ豊里ル（カダセル）」と「マゼル」一
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　◇「カテル（カデル）」、「カタセル（カダセル）」、「マゼル」の使用状況を見る。

赫歓（鵜齪讃・三婆翻膿覇趣鍵響繍僻鞠の唱甑三差魏鴇灘瞭額鰍自重長享騰
三部では殆ど勢力がない。「カタセル（カダセル）」1ま、新潟県、山形県、秋田県の北前船の寄港地であったところで勢力があり、秋田県と山形県の内陸
部、岩手県では殆ど勢力がない。北海道では道南方言圏日本海側の松前、上ノ国、江差、熊石、積丹半島部で優勢で、それ以北の日本海側でも勢力がある
が、太平洋側やオホーツク海側、内陸部では殆ど勢力がない。「マゼル」は、山形県から新潟県にかけて優勢で、北海道でも全道的に優勢である。

14■「カマス
北海道と東北・新潟での方言使用の現況一30歳代～50議代の年齢層一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「掻き回す」の意味で「カマス」を使うかを問う。

　青森県、秋田県、山形県、岩手県、北海道で勢力があり、青森県、秋田県の内陸部、山形県の内陸部で優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、
下北半島部で勢力があるが、中央部でいくいぶん弱い。秋田県では、青森県寄りの海岸部では勢力があるが、南下するに従って勢力が弱くなっている。山
形県では、海岸部で勢力が弱く、内陸部との使用差が大きく、内陸部では南下するに従い勢力が弱くなっている。岩手県では、内陸部でいくぶん優勢な状
況である。新潟県では、新潟以北の海岸部では勢力があるが、新潟以南の海岸部と、内陸部では微弱な状況である。
　北海道では、海岸部で勢力粧あり、道南方言圏、道南方重圏以北目本海側の地域で優勢な傾向で、太平洋側やオホーツク海側ではいくぶん勢力が弱いが、
太平洋側胆振地域の登別、目局地域先端地のえりもでは強い勢力である。内陸部では、海岸部に比べて勢力は弱く、台北の士別、名寄で弱い状況である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一23一



15■「カマカス（カマガス
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◇「掻き回す」の意味で「カマカス（カマガス）」を使うかを問う。

　山形県内陸部の米沢、岩手県海岸部の釜石、北海道で勢力があり、北海道で優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部ともに勢力が弱
い。秋田県では、海岸部、内陸部ともに微弱である。山形県では、内陸部の米沢で勢力が強いが、他の地点では弱いか微弱である。岩手県では、海岸部南

側朧欝汐纏轟黎糖鶏簾§丁丁轡鴇購二二讐饗鹸箋鷺醜鞭繍難鞭鱗購召鵠義撫地域、オ
ホーツク海側地域の先端部では地域内の他の地点より勢力がある状況である。内陸部は、海岸部に比べ弱く、道北の旭川、士別、名寄で弱い状況である。

16■「カチャマス（カッチャマス）
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◇「掻き回す」の意味で「カチャマス（カッチャマス）」を使うかを問う。

　強くはないが、青森県、北海道で勢力があり、青森県で優勢である。青森県では、中央部から津軽半島部で優勢で、下北半島部ではそれに比べて勢力は

翻騰隷藻鯛鷺肇購欝勢購斐隷1こ離鷺脇鱗漣黙灘触霧奮1輪灘騨離副羅醗縫購蚕襲翻綜讐
勢艦暴駿甑灘糠騨叢琵縮翁騰馨預韓側の道勅域、淋一ツク海側の地域ではいくぶん軌内齢で1ま弱く、道北の旭川、

士別、名寄では微弱な勢力状況である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一24一



17圏「カマス　と「カマカス　カマガス）　と「カチ　マス（カッチ　マス　の使用
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　督カマス⑧カマカス（カマガス》▲カチャマス（カッチヤマス》

　◇「カマス」、「カマカス（カマガス）」、「カチャマス（カッチャマス）」の使用状況を見る。

　「カマス」は、新潟県、山形県の海岸部で勢力が弱く、青森県、秋田県、山形県の内陸部、岩手県で優勢である。北海道では、日本海側で勢力があり、

三蓋響山主三皇当芸犠麓主動索駿翻当室1黎竈三三磁醐捺」華製楽生賢粥罎議錫骸糧覆韓鶴畢鎌
「カチャマス（カッチャマス）」は、青森県の中央部、津軽半島部、秋田県北部の青森県寄りの能代で勢力が強く、北海道では海岸部で勢力があるが、「カ

マス」、「カマカス（カマガス）」には及ばない。北海道での「掻き混ぜる」を言う方言は、「カマス」から「カマカス（カマガス）」へ動いている。
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◇「最下位・最後」の意味で「ゲレッパ」を使うかを問う。
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あ纏鞭繍獣騰鹸繍暴繊早雛鎌鶴薯歯の日本瀾で農業主産業の北檜山で他の地点に比べ勤力・ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一26一



21■「ゲッパ　と「ゲレッパ　の使用　況
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　◇「ゲッパ」、「ゲレッパ」の使用状況を見る。

　「ゲッパ」は、青森県、秋田県、山形県海岸部、北海道で優勢である。岩手県、山形県内陸部では勢力がない。新潟県では、山形県寄り海岸部の府屋と、

寡耀灘奪毒茸潔㌘醗勢鞭魅灘鞍藁藷脇甥襲1摯脇亭亭静勢鱗辛辛雲譲1ミ
るよつである。「ゲッパ」や「ゲレ」は、「ゲレッパ」の縮約で生まれたのであろうが、「ゲレ」は勢力がなく、「ゲッパ」が勢力を持つようになっている。
北海道での「ゲッパ」と「ゲレッパ」の使用状況は興味深い現象で、北海道では、古い語形の「ゲレッパ」がまだ勢力を保持している。
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◇「じゃがいも」の意味で「ゴショイモ」を使うかを問う。

　強くはないが、北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、中央部では弱く、津軽半島部、下北半島部では微弱である。秋田県では、海岸部、内陸
部ともにほとんど勢力がない。山形県では、海岸部では全く勢力がなく、内陸部では村山だけ勢力が見られるが、他の地点ではほとんど勢力がない。岩手
県では、海岸部で微弱で、内陸部ではほとんど勢力がない状況である。新潟県では、海岸部ではほとんど勢力がなく、内陸部では全く勢力が見られない。
　北海道では、道南方言圏の太平洋側から日本海側の南側では勢力が弱く、北側で比較的勢力があり、積丹半島部先端地の積丹では強い勢力状況である。
道南方冨圏以北の日本海側、太平洋側の胆振地域でも比較的勢力があり、それに比べて、太平洋側の日高地域、道東地域、オホーツク海側、内陸部の地域
ではやや弱い傾向である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。27・



23■「ゴッペカエス
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◇「失敗する・大損をする」の意味で「ゴッペカエス」を使うかを問う。

　　　　　　　　　　　　　　　、優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部でともに微弱である。秋田県では、青森県寄り海岸部の能代で　弱いが北海道で勢力があり
ゃはり微弱で、他の海岸部ではほとんど勢力が見られず、内陸部では全く勢力がない。山形県、岩手県、新潟県では、海岸部、内陸部ともに全く勢力がな
い状況である。
　北海道では、勢力は弱いが全道的に使われており、海岸部では勢力は弱い状況であるが、道南方言圏、道南方言圏以北の日本海側の地域でいくぶん優勢
な傾向で、太平洋側の道東地域ではほとんど勢力がない状況である。内陸部では微弱で、道糸の旭川、士別では勢力がない。
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26■ 「ササクレ（ササグレ）
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◇「爪の付け根の皮がむける」の意味で「ササクレ（ササグレ）」を使うかを問う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一29一



27■「サカムケ（サガムケ・サガムゲ）

　　　　　　～0
サ　　ケ・サ　ム　）一

％
脚
9
D
田
η
6
D
5
⊃
⑳
3
。
刃
氾
。 講議騨鯉鷹虚血曲浦麟萎灘曝1鹸謙垂寧用箋曙職嚢一盛墨田二品翠儲騨磯裏漉騰鋳

◇「爪の付け根の皮がむける」の意味で「サカムケ（サガムケ・サガムゲ）」を使うかを問う。

　北海道で勢力があり、優勢である。青森県、秋田県、岩手県では勢力が極めて弱く、山形県、新潟県でも弱い。青森県では、中央部、下北半島部で微弱
で、それに比べ津軽半島部ではいくぶん勢力があり、弱い状況である。秋田県では、海岸部、内陸部ともに勢力は微弱である。山形県では、海岸部、内陸
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が強く、優勢である。道南方言圏の太平洋側から日本海側の南側では勢力の弱い地点が多い。

28□「ササクレ（ササグレ）　と「サカムケ（サガムケ・サガムゲ）　の使用　況
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◇「ササクレ（ササグレ）」と「サカムケ（サガムケ・サガムゲ）」の使用状況を見る。

　青森県、秋田県、山形県、岩手県、新潟県では、「ササクレ（ササグレ）」が優勢で、中でも青森県で極めて優勢である。北海道では、道南方言圏では
「ササクレ（ササグレ）」と「サカムケ（サガムケ・サガムゲ）」が拮抗し、南側の太平洋側の森から町本海側の熊石にかけて「ササクレ（ササグレ）」が

優勢なのに対し、それより北側では「サカムケ（サガムケ・サガムゲ）」が優勢になっている。道南方言圏以北の日本海側、太平洋側、オホーツク海側、
内陸部では「サカムケ（サガムケ・サガムゲ）」が優勢な状況である。道南方言圏北側の積丹半島地域における「サカムケ（サガムケ・サガムゲ）」の優
勢は、道南方言圏での「ササクレ（ササグレ）」から「サカムケ（サガムケ・サガムゲ）」への勢力交替の動きの現れで、目本海側の道北地域や内陸部の
「サカムケ（サガムケ・サガムゲ）」勢力が南下し浸透してきている姿を見ることがっできる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一30一
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◇「とても寒い」の意味で「シバレル」を使うかを問う。
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癩汁粥幣礫b離鞍騨門守1犠垂購チ守門羅門門ともに勢があり清蘇寄り海岸部の飾で優勢な状況である・
　北海道では、海岸部、内陸部で大きな勢力差は見られず、極めて勢力があるが、太平洋側の胆振地域でいくぶん弱い傾向である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一31一
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◇「とても寒い」の「シバレル」と「凍る」の「シバレル」の使用状況を見る。

　青森県、岩手県では「とても寒い」の意味治の「シバレル」が勢力が強く優勢なのに対し、北海道では「とても寒い」の意味での「シバレル」に劣らず
「凍る」の意味での「シバレル」も優勢である。北海道では、青森県や岩手県などから伝播した「凍る」の「シバレル」が、「とても寒い」の「シバレル」
と同じ程度に頻繁に使用されている。秋田県、山形県、新潟県では、「シバレル」は「とても寒い」の意味でも「凍る」の意味でも微弱である立
　「シバレル」は、東北北部、北海道で強い勢力を持っており、厳しい寒さを実感を込めて的確に表現できることばである。もともとは東北方言であるが、
「凍る」の意味での「シバレル」は、極めて北海道的な方言になっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一32一
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◇「津軽海峡」の意味で「ショッパイカワ」を使うかを問う。

　強くはないが、北海道の道南方言圏で他の地域より勢力が見られ、優勢である。青森県では、津軽半島部と下北半島部で微弱で、中央部ではほとんど勢
力がない状況である。秋田県では、青森県寄り海岸部の能代、男鹿で極めて微弱で、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海岸部の他の地点と内陸部では全く勢力がない。山形県、岩手県、新
潟県では海岸部、内陸部ともに全く勢力がない。
　北海道では、道南方丁丁以北の日本海側、太平洋側の胆振地域、目高地域、道東地域、オホーツク海側の地域では勢力は極めて弱く、内陸部では微弱で
ある。
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◇「鍵をかける」の意味で「ジョッピンカル」を使うかを問う。

　　　　　　　　　　　、優勢である。青森県では、津軽半島部で極めて微弱な勢力が見られるが、中央部では全く勢力がなく、下北半島部ではほとんど勢　北海道で勢力があり

力鵜纏甲舗誓臨灘優雛糧離難潔門門守門守門1赫部、目本瀾では積丹半島先端地の積丹で優勢である説
南方言圏以北の日本海側では、道南方言圏寄りの増毛で勢力がある。太平洋側の道東地域、オホーツク海側では先端地の浜頓別を除く地域、内陸部では、
勢力がいくぶん弱い状況である。
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37■「カイスキ（カイシキ・ケスキ・ケシキ）

北海道と東北・新潟での方言使用の現混一30歳代～50歳代の年齢層一
　　　　　　一カイスキ類（カイλキ・カイシキ・ケスキ・ケシキ）一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原　　　　　　　　　　　　　護産

◇「雪かき」の意味で「カイスキ（カシシキ・ケスキ・ケシキ）」を使うかを問う。

　青森県の下北半島部で、弱いが勢力があり、優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部では極めて微弱で、下北半島部の先端地域で弱いながらも勢
力がある。秋田県、二三県、新潟県では、海岸部、内陸部ともに全く勢力がない。山形県では海岸部、内陸部ともに極めて微弱な状況である。
　北海道至は、道南方言圏太平洋側と日本海側の南側でいくぶん勢力が見られ、北側では勢力は微弱である。道南方言圏以北の日本海側、太平洋側の胆振
地域、日尚地域、内陸部では極めて微弱で、太平洋側の道東地域、オホーツク海温地域では全く勢力がない状況である。

38□「カイスキ（カイシキ・ケスキ・ケシキ）　と「ジョンバ　の使用状況
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◇「カイスキ（カイシキ1ケスキ・ケシキ）」と「ジョンバ」の使用状況を見る。

　「カイスキ（カイシキ・ケスキ・ケシキ）」は、青森県の下北半島側である程度の勢力がある。北海道では、勢力は弱いものの、道南方二士の南側の地
域に調布し、勢力は極めて弱いが道南方言圏の北側から道南方二二以北の日本海側でも使われている。「ジョンバ」は、道南方言圏北側の積丹半島部、道
南方言圏以北の日本海側、内陸部の道央から道北にかけての地域で勢力．を持って分布している。青森県、秋田県、山形県、岩手県、新潟県では使用が見ら
れず、「ジョンバ」は、津軽海峡を渡っていないことばで、北海道方言を代表することばの一つであると言える。道北地域に「ジョンベラ」が点在してお
り、「ジョンバ」の分布状態から見て、「ジョンバ」は、「ジョンベラ」との関連が考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一35一
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◇「駄々をこねる・ごろつく人・無理難題を言う人」の意味で「ダハンコキ」を使うかを問う。』

　青森県、北海道で勢力があり、北海道で優勢である。青森県では、下北半島部で勢力があり、先端地の佐井、大間で優勢で、中央部、津軽半島部ではほ
とんど勢力がない。秋田県、由形県では、海岸部、内陸部ともに全く勢力がない。岩手県では、青森県寄り海岸部の種市で勢力があるが、他の海岸部、内
陸部では全く勢力がない。新潟県では海岸部ではほとんど勢力がなく、内陸部では全く勢力がない状況である。
　北海道では、道南方言圏日本海側の南側で優勢で、道南方言圏以北の日本海側地域では比較的に勢力が弱い傾向である。内陸部でも勢力がある。
　『松前方言考』には、「ダハン」、「ダハンモノ」という名詞形が「酒などを飲んで傍若無人なるさまをいう。また飲んでいなくても理不尽なるをいう」
と解説されて見えており、江戸時代以来、北海道での日常生活語として用いられてきていたことばの一つである。

40■「タマゲル
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轟言薯喜幣喬繕繋上士翻雷覆二士養灘騨1十二鐡奇算ド騨器購騨纏霧雪綴隅棚織耀測量響職

◇「驚く」の意味で「タマゲル」を使うかを問う。

　青森県、秋田県、山形県、岩手県、新潟県、北海道ともに勢力がある。青森県では、津軽半島部と下北半島部で優勢である。秋田県では、海岸部の秋田、
岩城で弱いが、他の地点は内陸部と差がない。山形県では、秋田県寄り海岸部の遊佐で弱く、南下するに従い勢力が増しており、内陸部で優勢である。岩
手県では、海岸部、内陸部で大きな勢力差は見られない。新潟県では、新潟以北の海岸部で優勢で、新潟以南の海岸部、内陸部では比較的弱い状況である。
　北海道では、道南方言圏日本海側の南側と北側の積丹半島部の先端地域で優勢である。太平洋側の胆振地域の苫小牧、白老では弱く、道東地域、オホー
ツク海側の地域、内陸部ではやや勢力が弱い状況である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一36一
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轟言舗奮暴嚢繍欝灘藺灘騨嚇羅華糧壁塗馨騨墨壷灘鍵盤難燃壽灘窪箭皇室騨鰹鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「文句を言う・言いがかりを付ける」の意味で「チャランケツケル」を使うかを問う。

　勢力は極めて弱いながらも、北海道で全道的に使用が見られ、道南方言圏から道南方言圏以北の日本海側にかけて、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太平洋側の胆振地域、日高地域で他
の地域でよりいくぶん多くの使用が見られる。太平洋側の道東地域、オホーツク海側の地域、内陸部では、極めて微弱である。
　青森県では、津軽半島側と中央部の青森で点在的に使用がみられるものの、ほとんど勢力がない状況である。秋田県、山形県、岩手県、新潟県では、全
く使用は見られない。
　　零「チャランケ」は、アイヌ語で「談判、話し合い」の意味であるが、和人が「言いがかり」の意味にとったアイヌ語からの北海道方言である。

42■「チョベット

％
㎜
9
0
田
知
6
D
5
D
①
3
α
四
1
0
0

轟云舗蕃騨耀嚢謡灘騨農曝1護綴垂馨齢森廉騨購額藷購毫驕書響斎騨轟鍵箭騨騨鞠
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◇「少し」の意味で「チョベット」を使うかを問う。

　青森県、北海道、山形県で勢力があり、青森県の下北半島部で優勢である。青森県では、下北半島部で勢力が強く、津軽半島部ではそれに比べて勢力が
弱く、中央部でも弱い状況である。秋田県では、海岸部で勢力あり、内陸部では弱い状況である。山形県では、海岸部で勢力が弱く、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内陸部で優勢な状況
であるが、南下するに従って勢力は弱くなっている。岩手県では、海岸部、内陸部で同じような勢力状況で、海岸部、内陸部ともに青森県寄りで優勢であ
る。新潟県では、新潟以北の山形県寄り海岸部で微弱ながら勢力が見られるものの、新潟以南の海岸部、内陸部では全く勢力がない状況である。
　北海道では、道南方言圏で優勢で、大平洋側の亀田半島先端地域、日本海側の南側と北側の積丹半島部の先端地積丹で勢力がある。道南方言圏以北の目
本海側、太平洋側の日高地域でも勢力がある。内陸部では比較的に勢力が弱い状況である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。37一



43■「テックリカエル
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◇「’転覆する」の意味で「テックリカエル」を使うかを問う。

　北海道では、弱いながらも全域で勢力があり、優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部で同．じように微弱な勢力状況である。秋田県
では、海岸部で微弱な勢力が見られるものの、内陸部では全く勢力がない。山形県では、海岸部で微弱な勢力で、内陸部ではさらに微弱な勢力状況である。
岩手県では、海岸部で微弱で、内陸部ではほとんど勢力がない。新潟県では、新潟以北の海岸部山形県寄りの府屋で弱いながらも勢力があり、村上、神林
では微弱で、新潟以南では全く勢力がなく、内陸部ではほとんど勢力がない状況である。
　北海道では、道南方言圏の太平洋側で勢力が弱い地点が多く、日本海側の北側積丹半島先端地の積丹で他の地点に比べ勢力がある状況である。

44■「トーキビ」
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◇「とうもろこし」の意味で「トーキビ」を使うかを問う。

　北海道で勢力があり、優勢である。次いで、山形県、新潟県で勢力がある。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部でともに勢力は極めて弱い。
秋田県では、海岸部では勢力が弱く、内陸部で比較的勢力がある。山形県でも、海岸部よりも内陸部で勢力がある。岩手県では、海岸部、内陸部ともに勢

力腰舗囎蕎繍騰潮灘麟畢面面舗齢脇驚鷺灘輸錨謹瀦襯療額髭轟鱒簗甥鍮の地域、
内陸部で強い勢力がある。道南方白歯の太平洋側、そして、目本二二の南側ではそれに比べ勢力が弱い状況である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。38一
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北海道と東北・新潟での方言使用の現況一30歳代～50歳代の年齢層一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹区

◇「とうもろ・こし」の意味で「キビ」を使うかを問う。

　山形県の海岸部で比較的に勢力があり、優勢である。秋田県の山形県寄りの海岸部、新潟県、北海道でも勢力が見られる。青森県では、中央部、津軽半
島部、下北半島部ともに微弱な勢力状況である。秋田県では、岩城以南の海岸部、内陸部では角館で弱いながらも勢力が見られるが、他は微弱な勢力状況
である。山形県では、海岸部で勢力があり、内陸部ではほとんど勢力がない状況である。岩手県では、海岸部、内陸部ともに微弱な勢力状況である。新潟
県では、海岸部、内陸部ともに弱い勢力であるが、新潟以北山形県寄り海岸部の村上、内陸部の新発田では他の地点よりいくぶん勢力が見られる。
　北海道では、弱いながらも道南方言圏で勢力があり、他の地域では微弱な勢力状況で、特に太平洋側の道東地域ではほとんど勢力が見られない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一39一



47■「キミ
北海道と東北・新潟での方言使用の現滉一30歳代～50歳代の年齢層一
　　　　　　　　　　　　一キミー

％

‘
器

究
器

怨
1
30

遣二　糞官種　長斬斬　直出斬紳村府　兼山天村新　温鶴酒遊　頓大角　象仁本岩秋男籠　漂鰺小五三今彊　弧管　野む混大佐　長八轟盧癖鍛戸函福　樵上江鋤北穿岩共麹神積古小　増冒苫羽叉Ω鞭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れれのオぼね　むオニき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のオねえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リセロむ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のロれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ののねま野戸石古輔津ｴ恩潟細潮雌㈱佐糊潟暮㈱離明暉響綱蝿’騨馨欝部蓋肇柵自民差石匙納嘱丹平樽毛萌欄冨品川顕1轟湘1溺棚腕婁内評膳里聾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹区

◇「とうもろこし」の意味で「キミ」を使うかを問う。

　青森県、北海道で勢力があり、青森県で比較的優勢である。次いで秋田県、岩手県で勢力がある。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部で同じ
ような勢力状況である。秋田県では、秋田以北青森県寄りの海岸部で勢力があり、内陸部でも勢力がある。山形県では、海岸部、内陸部ともに全く勢力が
ない。岩手県では、宮古では微弱な勢力であるが、他の海岸部、内陸部では同じよな勢力状況である。新潟県では、海岸部、内陸部ともに全く勢力がない。
　北海道では、道南方言圏で優勢で、日本海側の南側で勢力が強く、太平洋側と山本海側の北側では弱い。道南方言圏以北の日本海側、太平洋側の日高地
域では弱く、太平洋側の胆振地域、内陸部では極めて微弱で、太平洋側の道東地域では全く勢力がない。オホーツク海側の地域ではほとんど勢力がない。
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釧厚根
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斜網紋浜
｢走別頓　　　別

トーキビ◇トーキミ　　キビ　　キミ

◇「トーキビ」、「トーキミ」、「キビ」、「キミ」の使用状況を見る。

　「トーキビ」．は、新潟県、山形県、北海道で勢力があり、北海道で優勢である。「トーキミ」は、北海道で勢力があり、道南方言圏で優勢で、太平洋側
の胆振地域、日高地域でも勢力が見られる。「キビ」は、秋田県の山形県寄りの海岸部、山形県の海岸部、新潟県にかけて勢力を持ち、北海道では道南方
言圏で勢力がある。「キミ」は、岩手県、秋閏県、青森県の東北地方北部で勢力を持ち、青森県で優勢であり、山形県、新潟県ではほとんど勢力がない。
北海道では道南方言圏で勢力があり、南側で優勢である。「トーキミ」が「トーキビ」より優勢な地はほとんどない。北海道では、「トーキビ」が他のこ
とばを圧’して非常に優勢な中、道南方言圏では、「トーキビ」、「トーキミ」、「キミ」、「キビ」がそれぞれ勢力を持ち、競合している地点がある状況である。

鱗40一



49■「ドサンコ
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◇「北海道早馬・北海道人」の意味で「ドサンコ」を使うかを問う。
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◇「同等の話し方・同級生」の意味で「ドンパ」を使うかを問う。

　北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部で同じように極めて微弱で、ほとんど勢力がない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県、山形県、
新潟県では、海岸部、　　　　　　　　　　　内陸部ともに全く勢力がない。岩手県では、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海岸部、内陸部ともに極めて微弱で、ほとんど勢力がない状況である。
　北海道では、海岸部、内陸部の間で大きな勢力差は見られないが、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道南方言圏日本海側の南側で勢力の弱い地点が比較的多い状況で、内陸部では、道：北
の名寄で微弱な勢力状況である。
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◇「本州」の意味で「ナイチ」を使うかを問う。

　北海道で勢力があり、優勢である。青森県では中央部では微弱で、津軽半島部、下北半島部では先端地で比較的勢力が見られるが、弱い。秋田県では、
海岸部で微弱で、内陸部では角館で微弱なもののほとんど勢力がない。山形県では、海岸部では全く勢力がなく、内陸部ではほとんど勢力がない。岩手県

で纏難購犠諾票繍犠鵡鶴魂出漁難詰纏騰三三売止罐轟備簸楚艦黙誓貌動が弱
い状況で、太平洋側の胆振地域でも、登別では勢力が強いものの、他の地点ではやはり比較的弱い状況である。オホーツク海側の地域でも比較的弱い。
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◇「とても」の意味で「ナマラ」を使うかを問う。

　北海道、青森県、新潟県で勢力があり、北海道で優勢である。青森県では、北海道の道南方室戸函館地域と繋がりの深い下北半島部の先端地域で弱いな
がらも勢力が見られるが、中央部、津軽半島部では極めて微弱な状況である。秋田県では、海岸部、内陸部ともにほとんど勢力がない状況である。山形県
では、海岸部、内陸部ともに全く勢力がない。岩手県では、海岸部、内陸部ともにほとんど勢力がない。新潟県では、新潟周辺地域で勢力が見られる。
　北海道では、道南方言圏でいくぶん優勢な傾向であるが、海岸部、内陸部ともに地域というよりは地点により勢力の強弱が見られる状況で、海岸部では、
道南方言圏太平洋側の亀田半島先端地の椴法華、日本海側の北側積丹半島先端地の積丹で比較的勢力が強く、内陸部では道央の砂川で勢力が強い。・

54■「ナマラ　の性別での使用　況
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●高校生の父麟齢層●園圃の畷年齢層

◇「ナマラ」の男性と女性での使用状況を見る。

　北海道全域で、男性での使用が優勢な状況で、女性でも勢力があるがその使用差は大きい地点が多い。青森県の下北半島部の先端地域では、勢力は弱い
がやはり男性で優勢で、女性での使用は微弱である。新潟県では、北海道で見られるような顕著な性別による使用差は見られない。
　北海道での「ナマラ」は、以前は女性ではほとんど使われていなかったことばである。現在も、グラブに見られるように、30歳代から50歳代の年齢
層では、男性での使用に比べ女性での使用は少ない。それが若年層（高校生）では女子でもよく使われるようになっていて、海岸部から内陸部へ浸透して
勢力を広げ、北海道では「新方言」になっている。青森県下北半島部の先端地域での「ナマラ」は、北海道の函館地域からの伝播、浸透である。
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55■「ダデ（タテ・ウタデ）　の　用　況
北海道と東北・新潟での方言使用の現況一30継代～50歳代の年齢層一
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◇「とても」の意味で「ウダデ（ウタテ・ウタデ）」を使うかを問う。

　青森県、秋田県、北海道で勢力があり、青森県で優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、野辺地を除く下北半島部で勢力があり、津軽半島部、
下北半島部に優勢な地点が多い。下北半島部では、先端地に向かうに従って勢力が強くなっている。秋田県では、海岸部で勢力があり、内陸部では北側の
角館で勢力が見られるが、それより南側の大曲、横手では微弱である。山形県では、海岸部では勢力は全くない。内陸部では米沢で勢力があるが、他の地
点ではほとんど勢力がない。岩手県では海岸部、内陸部ともに全く勢力がない。新潟県では、海岸部ではほとんど勢力がなく、内陸部では全く勢力がない。
　北海道では、道南方言圏で優勢で、太平洋側と日本海側の．南側、北側の積丹半島部で勢力があり、先端地の積丹で優勢である。道南方言圏以北の日本海
側では弱い。太平洋側の胆振地域、目高地域の先端地えりもを除く地点、道東地域、オホーツク海側の地域、内陸部でに微弱である。
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㊥ナマラ畳ウダデ（ウゲ猶ウタデ）

◇「ナマラ」と「ウダデ（ウタテ・ウタデ）」の使用状況を見る。

　「ウダデ」は、青森県、秋田県、北海道の道南方言圏で勢力があり、青森県で優勢である。山形県内陸部の米沢でも勢力が見られるものの、山形県、岩
手県、新潟県ではほとんど勢力がない。北海道では、道南方言圏で勢力があり、「ナマラ」の勢力と拮抗している。太平洋側、オホーツク海側では微弱で、

騨灘概廷窒農舵舗ヒ羅蘭琳蓬粛騰轟蕩雇潔詩甥巴凝梨顯編犠騨灘i鷺雲響馨鶯勢編景鴇種離寛謂宏票鱒
海道での「ナマラ」の成立過程から見て、非海道の「ナマラ」と新潟県の「ナマラ」とは別系統での発生と思われる。
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◇「いくら」の意味で「ナンボ」を使うかを問う。

　青森県、秋田県、山形県、岩手県、北海道で、海岸部、内陸部に大きな勢力差は見られず、ともに勢力が強く、優勢である。新潟県では、新潟以北の山
形県寄り海岸部の府屋、村上、神林で勢力が強く、新潟以南の海岸部、内陸部では、勢力が極めて弱い状況である。
　北海道では、道南方言圏日本海側の南側地域で他の地域に比べていくぶん勢力がある傾向である。

＊舗法諮麓罪賄翻の①量的意味での使用・②時間的意味での使用・③心理的意味での使用を分けて調査することはしていない・それら
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◇「暖かい」の意味で「ヌクイ」を使うかを問う。

　青森県、秋田県の内陸部、岩手県、北海道で勢力があり、青森県で優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部で勢力があり、下北半島
部で優勢である。秋田県では、海岸部では勢力が弱く、内陸部で強く、優勢である。山形県では、海岸部では弱く、内陸部では更に弱く微弱な勢力状況で
ある。岩手県では、海岸部、内陸部ともに青森県寄りの種市、二戸で強い勢力である。海岸部の釜石では極めて弱い。新潟県では、新潟以北の山形県寄り
海岸部の府屋、村上で弱い勢力が見られるものの、それ以外の海岸部の地域、そして内陸部では微弱な勢力状況である。
　北海道では、道南方言圏の目本海側で勢力がある地点が比較的多く、北側の積丹半島先端地の積丹で強い勢力で、太平洋側日高地域の先端地えりもでも
勢力がある。太平洋側の道東地域では他の地域に比べて勢力は弱い状況である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一45一
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◇「はめる・身に付ける」の意味で「バク」を使うかを問う。

で権勢耳茸霧踊三三離蘇罐麓ξ轡三三灘重星三士里雪部丙諜麟鎌翻ヨ酷騒騨田
部、内陸部ともに勢力は強くない。新潟県では、勢力は弱いが、海岸部、内陸部ともに新潟以北の山形県寄りの地域でいくぶん優勢な状況である。
　北海道では、地域間に大きな差がなく、一様に強い勢力状況であるが、太平洋側の胆振地域で他の地域に比べてやや弱い傾向である。
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◇「ばか」の意味で「ハンカクサイ」を使うかを問う。

62■「ヘッチ　ラ
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◇「平気」の意味で「ヘッチャラ」を使うかを問う。

　北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部で大きな勢力差はみられず、同じような勢力状況である。秋田県では、

男緊霧繕事亭亭手編欝手手干た手手湯手鹸白白’うな勢力状況である汕形県では・海岸部に比べ内申でいくぶん勢

壕総喉垂奪鐘慧、高高購謹嘉鞭緻些些華墨野羊塑穿艦魏器製？肇脚二二二二二二二二
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63顧「ミッタクナイ
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◇「醜い」の意味で「ミッタクナイ」を使うかを問う。

　青森県、北海道で勢力があり、青森県の下北半島部、北海道で優勢である。青森県では、中央部の弘前では勢力が弱い。中央部、津軽半島部は下北半島
部に比べ勢力が弱く、下北半島部で優勢である。秋田県では、岩城で勢力が弱い状況であるが、海岸部では内陸部より優勢である。山形県では、海岸部よ
りも内陸部で優勢であるが、海岸部の鶴岡、温海、内陸部の米沢では勢力が弱い状況である。岩手県では、海岸部で比較的優勢で、南下するに従って勢力
が弱くなっている。新潟県では、海岸部の南側、富山県寄りの直江津で勢力があるが、他の海岸部の地点や内陸部では微弱である。
　北海道では、海岸部、内陸部ともに勢力があるが、太平洋側胆振地域の白老、苫小牧では勢力が弱い。日高地域では先端地へ向かって強くなっている。
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◇「いつも・しょっちゅう」の意味で「ムッタリ」を使うかを問う。

　青森県、秋田県、岩手県、北海道で勢力があり、青森県の下北半島部、北海道の道南方言圏で優勢である。青森県では、下北半島部と津軽半島部の秋田
県寄り深浦で勢力があり、津軽半島部の他の地域、中央部では微弱である。秋由県では、青森県寄り海岸部の能代、男鹿で勢力があるが、他の海岸部、内
陸部では微弱である。山形県では、秋田県寄り海岸部の遊佐で弱い勢力で、他の海岸部、内陸部では新庄を除いて全く勢力がない。岩手県では海岸部、内
陸部で同じような勢力である。新潟県では、全く勢力がない。＊青森県の津軽半島部ではムッタト、ムッタドが勢力を持ち、ムッタドが極めて優勢である。
　北海道では、道南方言圏で勢力があり、太平洋側の亀田半島先端地域、日本海側の南側、北側の積丹半島先端地積丹で優勢である。道南方言圏以北の日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊北海道ではムッタドは勢力がない。本海側、太平洋側の胆振地域、日高地域、道東地域、オホーツク海田地域では弱く、内陸部では微弱な状況である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一48一
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◇「ものもらい」の意味で「メッパ」を使うかを問う。

66■「メンコイ
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◇「かわいい」の意味で「メンコイ」を使うかを問う。
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67■「モチョコイ（モジョコイ
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◇「くすぐったい」の意味で「モチョコイ（モジョコイ）」を使うかを問う6

　青森県、北海道で勢力があり、北海道で優勢である。青森県では、津軽半島部、下北半島部で優勢であるが、津軽半島部では秋田県寄りの鰺ヶ沢、深浦、
下北半島部では先端地の佐井、大間では勢力が弱い。秋田県では、青森県寄り海岸部の男鹿で勢力があるが、海岸部の他の地点、内陸部ではほとんど勢力
がない状況である。山形県では全く勢力がない。岩手県では、海岸部、内陸部ともに青森県寄りの種市、二戸で勢力蚕強いが、他の地点では勢空はない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日局地域では　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本海側で勢力が強い。大平洋側の胆振地域では道：南方言圏寄りの伊達、登別、　北海道では、海岸部で勢力があり、道南方言圏で優勢で、
様似、先端地のえりも、道東地域では、厚岸、先端地の根室、オホーツク軍側では先端地の浜頓別で優勢である。内陸部では、勢力は弱い状況である。

68■ rコチョバイ」

％

北海道と東北・新潟での方言使用の現況一30歳代～50歳代の年齢層一
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　一コチョバイー

100
90
80

70

⑤0

50
40
30
20
10
o

遭二　董富租　長薪新　臓出薮神村府
?ﾋ　石古市　岡津免　江雲潟林上屋
@　　　　　　　　田　津崎

米山天村新
ﾟ形童山庄

温口酒避
A岡田佐

頓大角

闍ﾈ鱈
象仁本岩秋男能　漂9小五三今蟹　弘膏　野む皿大佐　長八癒窟南搬戸百福　総上江餓」二癖艦夷狛神積古小　増曹苫罰天豊稚
?齣聡體c箆忙　浦ケ矯所鷹溺田　薦森　辺つ闇閥井　万撰　都茅基井鱈島　前ノ差石槍郵肉瓢　算丹平櫛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛繭前幌塩富円

@像　　　　　　　沢　川　　　　　　　地　浦　　　郎　　　部華　　　　　圏　　山　　　　内

@　　　　　　　　　　原

■　　　讐

闖l
e区

札札や滝8旭ま：名t遣
y幌川川良311瑚寄見畷
@　　　欝

伊畳白苫
J鵬毒小
@　　教

静濡梯え
煦｢観り
@　　も

●犀租　斜網敏浜
･岸室　風走溺頓
@　　　　　　溺

．先間吃勃使を　》引チしで味意のMレたつぐすk◇

い
、
れ
言

で
点
　
そ
方
Q

荘
地
。
は
南
い

本
の
る
で
道
な

は
他
あ
域
は
く

で
の
で
地
で
全

部
部
況
振
部
が

岸
岸
状
胆
陸
力

海
海
力
の
内
勢

、
、
勢
側
、
は

は
が
な
洋
お
で

で
い
弱
平
な
別

県
弱
微
大
。
頓

田
で
に
、
い
浜

秋
田
も
側
弱
地

。
酒
と
海
で
端

る
の
部
本
側
先

あ
部
陸
目
海
の

で
岸
内
の
本
側

弱
海
、
北
日
海

微
、
部
以
、
ク

て
は
岸
圏
で
ツ

め
で
海
言
弱
一

極
県
、
方
微
ホ

は
形
は
南
で
オ

力
山
で
道
側
、

勢
。
県
。
洋
く

に
い
潟
る
平
弱

も
な
新
あ
大
て

と
が
。
で
は
め

で
カ
い
勢
で
極

部
勢
な
優
圏
は

島
ど
が
で
言
で

半
ん
力
域
方
室
・

北
と
勢
地
南
根
5
0

下
ほ
ど
の
道
地
一

、
、
ん
側
。
端

部
は
と
海
る
先

島
で
ほ
ク
あ
の

半
部
に
ツ
で
東

軽
陸
も
一
力
道

津
内
と
ホ
勢
は

、
、
部
オ
な
で

部
で
陸
、
弱
部

央
弱
内
域
微
岸

中
微
、
地
は
海

、
て
部
高
で
、

は
め
岸
日
室
く

で
極
海
の
根
弱

県
は
、
側
、
で

森
で
は
洋
く
寄

青
点
で
平
弱
名

Q
地
県
大
ん
、

る
の
手
は
ぶ
別

あ
他
岩
で
く
士

で
、
。
部
い
の

勢
の
る
岸
は
北

優
の
あ
海
で
道

　
、
も
で
、
域
、

り
る
力
部
地
区

あ
れ
勢
陸
東
地

が
ら
な
内
道
稲

力
見
弱
、
、
手

勢
が
微
は
で
幌

で
力
は
で
力
札

道
勢
で
道
勢
の

海
ん
部
海
ぐ
り

北
ぶ
陸
北
次
寄

　
く
内
　
に
圏



69■「コチョバシイ
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◇「くすぐったい」の意味で「コチョバシイ」を使うかを問う。

　北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部ともに勢力は微弱である。秋田県では、海岸部、内陸部ともに極め1て
微弱である。山形県、岩手県では、海岸部、内陸部ともに微弱である。新潟県では、海岸部で新潟以北の村上、新潟以南富山県寄りの直江津で勢力がある
が、他の地点では微弱で、内陸部でも微弱な勢力である。
　北海道では、内陸部で優勢で、道央から道北地域にかけて勢力が強い状況である。海岸部の道南方言圏以北の日本海側地域、大平洋側の胆振地域では内
陸部に次いで勢力があり、木平二二の日高地域、道東地域ではそれに比べて弱い状況で、オホーツク海側の地域でも先端地の浜噸別を除いて同じように弱
い勢力状況である。道南方言圏では勢力が弱く、日本海側の地域に比べ、．太平洋側の地域では更に弱い勢力状況である。
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暦 モチヨコイ（モ漁コイ・モツ予ヨコイ）●コテヨバイ▲コラヨバシイ

◇「モチョコイ（モジョコイ）」、「コチョバイ」、「コチョバシイ」の使用状況を見る。

「モチョコイ（モジョコイ・モジチョコイ）」は、青森県、岩手県の青森県寄りの地域、北海道道では道南方言圏で優勢で、太平洋側の胆振地域と日高地
域、道東地域、オホーツク海側の道北地域でも優勢な地点があり、海岸部で勢力を持っている。内陸部では勢力は弱く、青森県から北海道の海岸部、とり
わけ日本海側へ強く伝播し広まった様子がうかがわれる。「コチョバイ」は、青森県、秋田県、山形県、岩手県、新潟県では勢力は極めて弱い。北海道で
は、道南方言圏では弱いが、太平洋側、オホーツク海側、内陸部では優勢である。「コチョバシイ」は、「コチョバイ」と同じような分布状況で、東北で
は極めて弱く、新潟県では弱い。北海道では道南方言圏以外の地域で勢力が強く、内陸部では道央から道北にかけて「コチョバイ」よりも優勢である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一51一
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◇「凍った鮭の刺身」の意味で「ルイベ」を使うかを問う。

　北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部でともに勢力は弱い。秋田県、山形県、岩手県、新潟県では、海岸部、
内陸部ともに微弱な状況である。
　北海道では、海岸部、内陸部で大きな使用差は見られず、ともに勢力がある。
　＊ルイベ（凍鮭・凍らせた魚・凍魚の刺身）は、アイヌ語からの北海道方言である。

72■「アオタン
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◇「打撲による内出血で青黒くなったもの」の意味で「アオタン」を使うかを問う。

津轟輯最穂象愛農塾馨掻濠鷺灘鍛亀黛駕激馨螺翔暇撫、羅饗轡耀鐘鋸、轍灘輪ぷ購薫・臨欝誌暑欝夫ぎ麓身郷鋤嚢鏡芸あ

る。山形県では、海岸部、内陸部で大きな差がない勢力状況である。岩手県では、海岸部、内陸部で大きな差のない状況であるが、内陸部の遠野でいくぶ
ん優勢な傾向である。新潟県では、海岸部、内陸部で同じような勢力状況である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ともに極めて強い勢力状況である。　北海道では、海岸部、内陸部で大きな使用差は見られず、
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◇「おもしろくない」の意味で「アモシクナイ」を使うかを問う。

　北海道で勢力があり、優勢である。青森県では中央部、津軽半島部、下北半島部でそれぞれ勢力は弱いが、中央部でいくぶん優勢な傾向である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県
では、海岸部、内陸部ともに弱い勢力である。山形県では、新潟県寄り海岸部の鶴岡、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　温海では勢力があるが、秋田県寄り海岸部の遊佐、酒田では弱く、
内陸部でも弱い勢力状況である。岩手県では、内陸部の遠野で勢力が見られるものの、他では弱い。新潟県では、新潟以南で富山県寄り海岸部の直江津、
内陸部の長岡で勢力があるが、他の地点では弱い。
　北海道では、海岸部、内陸部で地点により勢力の差が見られるものの、ともに勢力がある。道南方言圏の南側と北側で勢力の弱い地点が比較的多い。
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75■「～ケド
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◇「～けれども」の意味で「～ケド」を使うかを問う。

　新潟県、北海道で比較的勢力があり、北海道で優勢である。青森県では、中央部で優勢で、下北半島部でそれに次いで勢力があり、津軽半島部では弱い

叢徽　門門翫門門讐灘守門喚呼羅凝戸戸懸隔1繍葦千千馨灘欝「～響鍬獣部総黒
は、海岸部、内陸部ともに勢力があり、海岸部では南に向かうに従って勢力が増している状況である。
　北海道では、海岸部、内陸部ともに勢力があり、海岸部、内陸部で大きな差はないが、大平訓解の胆振地域、オホーツク海側地域でやや弱い傾向である。
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◇「～ではないか」の意味で「～ジャン」を使うかを問う。

　勢力は強くないが、山形県の海岸部、新潟県、北海道で比較的勢力があり、北海道の内陸部道央地域でやや優勢な傾向である。青森県では、中央部でい

飾兜門門諭喚呼罎轟騰1糠甑喚呼手手甥鶉手鵜1繕轟千手部手手灘轟手引
遠野で優勢であるが、勢力は弱い。新潟県では、海岸部、内陸部で同じような勢力状況で、海岸部では新潟以北で比較的に勢力が弱い状況である。
　北海道では、内陸部の道央地域で優勢な傾向で、海岸部の道南方言圏では勢力の弱い地点が多く、内陸部の道北でも弱い地点が多い状況である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一54一



77■「ビビル　の「　じける　と「　く　の　用
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◇「ビビル」を「怖じける」と「驚く」のどちらの意味で使うかを問う。

　「怖じける」の意味での使用は、青森県、秋田県、山形県、岩手県、新潟県、北海道の全地域で勢力があり、「驚く」の意味での使用よりも優勢な状況
である。

　「驚く」の意味での使用は、北海道で、海岸部でも内陸部でも他県よりも勢力がある地点が見られる状況である。

78■ 「ガメル の「盗む と「にらむ　の使
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◇「ガメル」を「盗む」と「にらむ」のどちらの意味で使うかを問う。

　「盗む」の意味での使用は、青森県、秋田県、山形県、岩手県、新潟県、北海道で勢力があり、青森県、秋田県、新潟県、北海道の道南方言圏で「にら
む」の意味での使用よりも優勢である。
　「にらむ」の意味での使用は、北海道で勢力があり優勢で、青森県、秋田県、山形県、岩手県、新潟県では極めて微弱である。
　北海道での「にらむ」の意味での使用は、道南方言圏太平洋側の亀田半島先端地域、目本海側の南側と北側の積丹半島先端地積丹では微弱な状況である
が、積丹半島の先端地積丹を除く道南方言圏北側の地域、太平洋側の胆振地域、道東地域、オホーツク海側の地域では「盗む」に接近する勢力状況で、道
南方言圏以北の日本海側、太平洋側の日高地域、内陸部の道央から道北地域では「盗む」を凌ぐ勢力になっている地点も見られる状況である。
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01■ 「見レ
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◇「あれミレ、でっかいよ。」を例文として、命令表現「ミレ」の使用を問う。

　青森県、秋田県、山形県、新潟県、北海道で勢力があり、秋田県、山形県の海岸部で優勢である。青森県では、津軽半島部の目本海雲秋田県寄りの海岸
部鰺ヶ沢、深浦で優勢で、五所川原でも勢力があるが、津軽半島部の他の地点、中央部、下北半島部では極めて弱い。秋田県では、海岸部、内陸部ともに
勢力が強く、内陸部でやや優勢である。山形県では海岸部で優勢で、内陸部では極めて微弱で、天童、山形、米沢では全く勢力がない。岩手県では、海岸
部、内陸部ともに極めて微弱である。新潟県では、海岸部、内陸部ほぼ同じような勢力状況であるが、新潟以北山形県寄りの村上で優勢である。
　北海道では、道南方言圏日本海側の南側でやや優勢な状況で、太平洋側の胆振地域、オホーツク患側の地域、内陸部では弱い状況である。

02■　令表　　「起キレ
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◇「早くオキレ。」を例文として、命令形「オキレ」の使用を問う。

　青森県、秋田県、山形県、新潟県、北海道で勢力があり、北海道の道南方二二でやや優勢な傾向である。青森県では、津軽半島部の日本海士秋の鰺ヶ沢、
深浦、小泊で優勢で、五所川原でも勢力があり、津軽半島部の他の地点、中央部、下北半島部では弱い。秋田県では、海岸部、内陸部ともに勢力がある。
山形県では海岸部で優勢で、内陸部では微弱である。岩手県では、海岸部、内陸部ともに弱い。新潟県では、海岸部、内陸部ほぼ同じような勢力状況であ
るが、新潟以北山形県寄りの府屋、村上でいくぶん優勢な状況である。
　北海道では、道南方言圏日本海側でやや優勢な傾向で、太平洋側の胆振地域ではやや弱く、内陸部では道北の名寄、士別では勢力が弱い状況である。
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◇命令表現「見レ」と「起キレ」の使用状況を見る。

　「見レ」「起キレ」ともに、青森県、秋田県、山形県、新潟県、北海道で勢力がある。青森県では、津軽半島部日本海側の鰺ヶ沢、深浦、小泊で優勢で、
五所川原でも勢力がある。津軽半島部の他の地点、中央部、下北半島部では勢力が弱い。秋田県では、海岸部、内陸部ともに勢力がある。山形県では海岸
部で優勢で、内陸部では弱い。岩手県では、海岸部、内陸部ともに弱い。新潟県では、海岸部、内陸部ほぼ同じようであるが、新潟以北山形県寄りの府屋、
村上でいくぶん優勢である。北海道では、道南方言圏日本海側でやや優勢で、太平洋側の胆振地域ではやや弱く、内陸部では道北の名寄、士別では弱い。
青森県の深浦から秋田県、山形県の海岸部にかけては「見レ」が優勢で、青森県の多くの地点と、新潟県、北海道では「起キレ」が優勢である。

04□自発表　「～サル：「眠らサル
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　◇「いつの間にか、眠らサルさ。」を例文として、自発表現「～サル」の使用を問う。

　青森県、岩手県、北海道で勢力があり、北海道の道南方二二で優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部で勢力があり、津軽半島先端
地の三厩で優勢である。秋田県では、海岸部、内陸部ともにほとんど勢力がない。山形県では、海岸部では全く勢力がなく、内陸部ではほとんど勢力がな
い。岩手県では、海岸部の宮古で優勢である。新潟県では、海岸部ではほとんど勢力がなく、内陸部では全く勢力がない状況である。
　北海道では、道南方言圏で優勢であるが、北側の積丹半島先端地の積丹では弱い。道南方言圏以北日本海側では先端地域の豊富、稚内で弱く、太平洋側
胆振地域の白老、オホーツク海側地域の斜里、内陸部の道北の士別、名寄では微弱な勢力状況である。
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05■　　表　「～サル：「わサル
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　　　　　　・　i量

髏欄?{欝

◇「何となく、笑わサルんだ。」を例・文として、自発表現「～サル」の使用を問う。

離灘薦葦葺総輪裏葦鑑蠣墨筆懇墨差麹蘂錘琴罷等量疑羅嶺葦葺響ミ華華羅馨
も弱い状況である。新潟県では、海岸部、内陸部ともにほとんど勢力がない状況である。
　北海道では、道南方言圏で優勢で、太平洋側の胆振地域、オホーツク海側、内陸部では弱く、胆振地域の白老では極めて微弱な状況である。

06■　況可能表　　「～サル：「かサル
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墨言幽幽細細翻覆織細謹曝1識羅馨騨森聯細編軸舗璽鴨脚糠磯鶏腿畷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「このマジック書かサルの？書かサラないの？」を例文として、状況可能表現「～サル」の使用を問う。

　青森県、岩手県、北海道で勢力があり、岩手県でやや優勢な傾向である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部でともに勢力がある。秋田県で

薩罷辮解需欝簾灘幸手手手幸手欝二手i緩手醐蓄辛辛辛辛辛辛手手逡弓手濫灘域1
オホーツク海側の地域ではやや弱い状況である。胆振地域の白老では比較的に弱い勢力状況である。
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07■表「～サル：「抱かサル
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轟藷星縫奮騨無蓋裂離繍舞欝鑑識轟熱熱耀騨熱田藷騨聖血響藤壷皇隠隠鞠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「おつきくなったのに、なんで抱かサッてばかりいるの？」を例文として、受身表現「～サル」の使用を問う。

部聾鋪熱斐葦葺葦葺葦葺や顯準準羅慮茸雲は勝男iミ底三差難購糀麟鮨灘三三難讐
山形県では、海岸部では微弱で、内陸部では弱い勢力である。岩手県では、海岸部、内陸部ともに勢力があり、青森県寄りの種市、二戸で優勢である。．新
　　　　　　　　　　　　、内陸部では極めで．微弱である。北海道では、道南方葺圏でやや優勢な傾向である。太平洋側の日高地域では先端地に向かっに潟県では、海岸部では弱く
従って勢力を増している。太平洋側の胆振地域、オホーツク海側の地域では比較的弱く、内陸部の道北の士別、名寄では弱い。

08■自発・可能・受身の「～サル」の使用　況
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@　　　　　二

轟芦綴響鯉蹴繍覆騎細螺毒叢齢潮曇藩総論嫡欝騨毫幽幽漉油翁騨澄鐸購　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△自発・「眠らサル」◆自免・「笑わサル』　■可籔「書かサル」　⑬受身・「抱かサル』

◇「眠らサル」「笑わサル」「書かサル」「抱かサル」を例文として、自発・可能・受身表現「～サル」の使用状況を見る。

　自発・可能・受身ともに青森県、岩手県、北海道で勢力があり、秋田県、山形県、新潟県では勢力が微弱である。秋田県でも、青森県寄り海岸部の能代

罷蝿穿霧弁鰭批饗干る素干謡異認鐸響舟守守門嘉守門潮由鳶牒門守三白繊識鋪手序1レ灘i撮論手手辛味認

自発海鼠懲器灘三二能中二二謬聚麗灘ミ搬雑輩重症鱗穐あ蠣とはいくぶん違いヵ・認められる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一62「一



09■　　可 「～ニイイ　：「　　ニイイ
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轟養舗藷轄繍㈱灘覆繍衰灘爆1議器聯藁杏牌騨職騨葵贈聖嘉瀦ll鶏騨窪騨嚢雛墾鞠

◇「このペンなら、書くニイイよ。」を例文として、状況可能表現「～ニイイ」の使用を問う。

　青森県、秋田県、岩手県、北海道で勢力があり、青森県、岩手県でやや優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部でともに勢力があ’り、
津軽半島部でやや優勢である。秋田県では、内陸部で優勢で、海岸部では、青森県寄りの能代では強い勢力であるが、山形県寄りに向かうに従って勢力は
減少し、弱い状況である。山形県では、海岸部ではほとんど勢力がなく、内陸部では弱い。岩手県では、海岸部、内陸部ともに勢力がある。新潟県では、
海岸部、内陸部ともに勢力は弱いが、新潟以北の村上、神林では勢力がある。
　北海道では、道南方言圏の太平洋側、日本海側の南側と北側の積丹半島部で勢力があり、優勢である。太平洋側日高地域先端地のえりもでも勢力がある。

10■能力可能表　　「～ニイイ　：「　くニイイ

北海道と東北・新潟での方言使用の畦畔一30歳代～50歳代の年齢層一
　　　　　　　　一能力可能表現「書くニイイ」一
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遭二　董富租　長奪鱒i　直幽田紳目隠　米山蓑村斬　墨鶴酒器　横大角　象空裡岩執易●　深鰺小五三今蟹　弘管　罫船皿大佐　長八愈塵濡撞声面福　栓上江趣‡寿省共営紳積古小　増猛獣凋天雷綴　札思置滝8旭士名黒影　炉僅白苫　静需追え　鍋摩繧　斜轟轟渓

騨聯鱒糾孖?燈Z山曲脇田佐川攣細岡論罪踊轟翻倒耀鼎舞禰葡‘妬謡“肉融嵩開毛麟蹴聯動婁川’1轟’柵見鱒鞍内哩蹴川面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醒区

◇「その漢字なら私も書くニイイよ。」を例文として、能力可能表現「～ニイイ」の使用を問う。

　青森県、秋田県、岩手県、北海道で勢力があり、青森県で優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部でともに勢力があり、津軽半島部
で優勢である。下北半島部の先端地域では勢力が弱く、南下するにつれて勢力が増している状況が見られる。秋田県では、海岸部、内陸部でともに勢力が
あるが、海岸部では、青森県寄りの能代で優勢で、山形県側に向かうに従って勢力が弱くなり、内陸部では強くなっている。山形県では、海岸部、内陸部
ともにほとんど勢力がない。岩手県では、海岸部、内陸部ともに勢力がある。新潟県では、海岸部、内陸部ともに勢力は弱い。
　北海道では、道南方言圏で勢力があり、目本海側の南側と北側の積丹半島部の先端地域で勢力があり、優勢である。道南方言圏以北の日本海側、大平洋
行の胆振地域、道東地域では弱く、太平洋側の先端地えりもを除く日高地域、オホーツク丁丁の地域、内陸部では微弱である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一63一



11■状況可能表現「～ニイイ」：「登るニイイ」
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轟言舗蕃難繍融融覆騨蓑灘曝1晶晶婁糧窩算揮総懸泊寧享雀毫一議騨一襲灘髭奎鞠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「こっちの登山口からなら、楽に登るニイイよ。」を例文として、状況可能表現「～ニイイ」の使用を問う。

県轍丙膿襖騨海葦灘導欝辮1垂雪勢綴蝿騰禰顯ま徒忠孝難騰蹴繋繍蓼謙轡禺
陸霧襲灘繕談繍糖由睾鷺難聯春鵜爾南襯二二蔦購繍購鷲耀勢禦撫睾難鱗禰
先端地のえりもでも勢力がある。オホーツク海側の地域、内陸部では勢力が極めて弱い状況である。

12■　況可能表　　「～ニイイ　の使用　況
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悔言繍響鯉㈱綴覆轍騨髭曝1幽幽曼藩纏騨戯口購霜血書響騨轟朧萎寓灘騰鋳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊧書くニイイ畳壷るニイイ

◇「このペンなら、書くニイイ。」「こっちの登山口からなら、楽に登るニイイ。」を例文として、状況可能表現の「～ニイイ」の使用状況を見る。

　上諭語の動詞「書く」と「登る」の違いによる有意な使用差は認められない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一64一



13■ 口
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と能力可能表　．の「～ニイイ　の　用

一　盈可　　現　　　可
一〇　　～50
　・～ニイイー

遣二　蓋宮租　長新新　億出新神村府　米山天村
野戸　石古市　鋼津発　江震潟林上屋　沢形童山

　　　　　田　津簡 畿織留農爆藏議二丁牌二丁諮繍泊葵灘驕雑ll購薯三咲灘騰鋳
⑳このペンなら書くニイイよ（状況司龍）暦その漠字なら亀も書くニイイよ（能力可能》

◇「このペンなら書くニイイ。」「その漢字なら私も書くニイイよ。」を例文として、状況可能表現と能力可能表現の「～ニイイ」の使用状況を見る。

道蟹薄幸重紬繍稽陸翻暑鵡魏恩讐騒脇至る鰭諺黛醜翻重星塁塞「諭イ量産重星・避
編」「之手手手編騨蟻手手望灘撫讃手手守門一ツク寺側地域・そして・内陸部の十手と赫一ツク瀾では状況可

14■ 況可能表　「～ニイイ　と「～サル：「書くニイイ と 「書かサル の使用状況
璽
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0
違二　釜官租　長新新　直出新神村府　米山天村新　温鶴酒遊　横大角　象仁本岩秋男能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深鰺小五三今蟹距石古禰翻露潟林上量沢形童山舖岡田佐糊攣城鰍

ﾓ厩別田 鵜翻醸壽・長八癖鹿南椴芦函福
@　　都茅法井館島
@　　　部華

松上江熊北鄭岩共泊神積古小
Oノ差石櫓郁内和憲丹平樽　国　　山　　　内

増留苫羽天簑稚
ﾑ萌前幌塩富内

牲札砂滝富旭士名北還
y幌」1i川良川別寄見軽

`凄野

伊登白苫
癜ﾊ老小
@　　牧

畷耀豊望矯

⑧ 状況可籠談訂書くニイイ」5 状溌可能表現「魯かサル」

◇「そのペンなら書くニイイ。」「ピのマジック書かサルの？書かサラないの？」を例文として、状況可能表現「～ニイイ」と「～サル」の使用状況を見る。

　状況可能「～ニイイ」は、秋田県、新潟県で優勢で、勢力は弱いが山形県の内陸部でも優勢である。状況可能「～サル」はほとんど勢力がない。青森県
では、状況可能「～ニイイ」と状況可能「～サル」の勢力は拮抗していて大差ない状況ではあるが、「～サル］がいくぶん優勢な傾向である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩手県、北
海道では「～サル」が優勢であるが、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道の道南方言圏熊石以南の地域と北側の積丹半島の地域では「～ニイイ」もそう劣らない勢力である。山形県の
海岸部では状況可能「～ニイイ」、状況可能「～サル」ともに微弱な勢力状況である。
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15■　定表　：断定の　　詞「ダラ

％
㎜
9
0
8
◎
η
6
0
5
D
⑩
3
D
⑳
1
0
0

・　　の
噛一 R　　　～50
　　　ラ」一

蔭言綴繕難鍛盤上門主騨農曝1叢綴塞裏漏森馨職麟泊解幕雀毫離塁購撒魏萎耀難論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「君が行くんダラ私も行くよ。」を例文として、断定の助動詞「ダラ」での仮定表現の使用を問う。

　強くはないが、青森県、岩手県、山形県の内陸部、北海道で勢力があり、北海道で優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部で同じよ

縷灘融畿縦辮難鍔頂騰霧瀦野畑色感離心1犠襲丁丁ち丁丁議鷲灘藁幣繍騰
潟、出雲崎では極めて微弱で、海岸部の他の地点と内陸部ではほぼ同じように弱い勢力である。
　北海道では、道南方言圏で優勢で、太平洋側、日本海側の南側と北側の積丹半島部の地域で勢力がある。オホーツク海側の地域と内陸部では弱い。

16圏 定表現：形容詞「一ダラ
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講鞘鱗灘露華騨綴騨磁瓶騨雀翻騨糊畷職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「静かダういいんだけどね。」を例文として、形容詞「一ダラ」での仮定表現の使用を問う。

地点が多い状況である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一66一



17■　定 定の
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「ダラと　詞「一ダラの用
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～ラ」形　～ラ」一

轟舗騨三一雛覆撃開口騨髭曝1一難顎算親日羅騨聯騨繊翻ll藷曲論毒血膿血鋳翁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●行くんダラー麗麗かダラー

◇「君が行くんダラ私も行くよ。」「静かダういいんだけどね。」を例文として、断定の助動詞「ダラ」と形容詞「一ダラ」での仮定表現の使用状況を見る。

部暇轍、二二篇蕗う轡三三三主三差三三辺懸葦葺三差藏罎籍三島譲㌔藤磯む、踏
形県では、海岸部では微弱で、内陸部では米沢で微弱であるが、他の地点では勢力がある。岩手県では、海岸部、内陸部でほぼ同じように勢力がある。新
潟県では、海岸部の新潟、出雲崎では極めて微弱であるが、海岸部、内陸部でほぼ同じように弱い勢力である。北海道では、道南方言圏で優勢で、南側と
北側の積丹半島地域で勢力がある。オホーツク海側の地域と内陸部では弱い。大きな差は見られないが、断定の「ダラ」の方がいくぶん優勢な傾向である。
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◇「私泣いたんだ。シタッケ、妹も泣いてさ。」を例文として、接続詞「シタッケ」の文頭での使用を問う。

　強くはないが、秋田県、北海道で勢力があり、北海道でいくぶん優勢な傾向である。青森県では、津軽半島部、下北半島部で勢力が弱く、中央部では微
弱である。秋田県では、海岸部、内陸部ともに勢力があり、海岸部で優勢な地点が多い。二形県では、海岸部、内陸部ともに微弱である。岩手県では、海
岸部、内陸部ともに南側の釜石、遠野で勢力があるが、他の地点では弱い状況である。新潟県では、海岸部、内陸部ともに新潟以北では弱いながらも勢力
が見られるものの、新潟以南では全く勢力がない。
　北海道では、道南方言圏の大平洋側、日本海側の南側と北側の積丹半島部で勢力があり優勢である。太平洋側の日高地域先端地えりもでも勢力がある。
道南方言圏以北の日本海側の地域、太平洋側の胆振地域、道東地域、オホーツク海側の地域、内陸部では弱く、内陸部の丁丁地域で弱い地点が多い。1
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◇「こうしたっしょ、シタッケ、袋破れてさ。」を例文として、接続詞「シタッケ」の文中での使用を問う。

　強くはないが、秋田県、北海道で勢力があり、北海道で優勢である。青森県では、下北半島先土地の佐井、大間で弱いながらも勢力が見られるものの、
中央部、津軽半島部、下北半島部の他の地点では微弱な状況である。秋田県では、海岸部、内陸部ともに勢力がある。山形県では、海岸部、内陸部ともに
微弱である。岩手県では、海岸部、内陸部ともに南側で勢力が見られるが、他の地点では微弱である。新潟県では、新潟以北の海岸部の村上、神林で弱い
ながらも勢力が見られるが、海岸部の他の地点や新潟以南の内陸部では極めて微弱な勢力状況である。
　北海道では、道南方言口太平洋側の亀田半島先端地の椴法華、松前寄りの福島、刷本海台の南側と北側の積丹半島部の古平で比較的勢力が強く、優勢で
ある。オホーツク海側の地域、内陸部では弱い傾向で、内陸部の道北地域では勢力の弱い地点が多い。

20■　　　：「シタッケ　の文　と文　での
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊧①文頭の用法贋②文中の用法

◇「私泣いたんだ。シタッケ、妹も泣いてさ。」「こうしたっしょ、シタッケ、袋破れてさ。」を例文として、接続詞「シタッケ」の文頭と文中での使用状

　況を見る。

　文頭、文中用法ともに強くはないが、秋田県、北海道で勢力があり、北海道でいくぶん優勢な傾向である。青森県では勢力が弱い。秋田県では海岸部、

二二二二嚢1ミ二二勢崇萱弓勢霧藻晶蟹暴際騨蘭島嶺露贈爵2難洋醜苗鞘魏綴讐雛翻矯器幽ヒ雛翻一
部で優勢である。太平洋側の日高地域先端地えりもでも勢力がある。文頭、文中用法には大きな差はないが、秋田県では文頭用法がやや優勢な傾向である。
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◇「シタッケね。明日、来てね。また会おうね。」を例文として、挨拶語「シタッケ」の文頭での使用を問う。

　弱いながらも北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、津軽半島部で微弱で、中央部、下北半島部では極めて微弱な勢力状況である。秋田県では、
海岸部、内陸部ともに極めて微弱である。山形県では、海岸部では酒田で微弱で、他の地点では全く勢力がなく、内陸部では微弱である。岩手県、新潟県
では、海岸部、内陸部ともに微弱な状況である。
　北海道では、海岸部、内陸部ともに勢力は弱いものの、道南方言圏の太平洋側亀田半島先端地の椴法華、目本海側の北側積丹半島先端地の積丹では他の
地点よりも勢力がある状況である。

22■挨拶語：「シタッケ　（文末）
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◇「うん、必ず行くよ。シタッケね。」を例文として、挨拶語「シタッケ」の文末での使用を問う。

　弱いながらも北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部ともに極めて微弱である。秋田県では、海岸部ではほと
んど勢力が見られず、内陸部では微弱である。山形県では、海岸部では全く勢力がなく、内陸部ではほとんど勢力がない。岩手県では、極めて微弱である。
新潟県では、海岸部では全く勢力がなく、内陸部では．極めて微弱である。
　北海道では、海岸部、内陸部ともに勢力は弱いが、道南方言圏太平洋側の亀田半島先端地の椴法華、日本海側の北側積丹半島部の地域、道南方言圏以北
の日本海側の天塩、オホーツク海側の紋別で、他の地点に比べいくぶん勢力が見られる。太平洋側の道東では他の地域よりも弱く、微弱な状況である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魯①文⑳用法畳②文勅用法

◇「シタッケね。明日、来てね。また会おうね。」「うん、必ず行くよ。シタッケね。」を例文として、挨拶語「シタッケ」の文頭と文末での使用を見る。

　文頭、文末用法、ともに弱いながらも北海道で勢力があり、優勢である。青森県では微弱である。秋田県では極めて微弱である。由形県では海岸部の酒

田磯回鵬齢隅丁丁鶴1ま窮鞭甜璽離歯二二難癖鷺鱗騰漉日本瀾の北側翻半島先端地の積丹では他の
地点よりも勢力がある状況である。
　文頭用法と文中用法の間には大きな使用差はなく、有意な使用差は認められない。
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◇「誰もしないんだら、僕（ガ）、やってもいいよ。」を例文として、助詞「ガ」の省略表現（無助詞表現）をするかを問う。

砦醗叢董欝二子羅灘羅論響弓手灘難読手手手手藷部手簿繋撫羅宇鑑騰
府霧繋磨索話六部ともに地点間で鋤の獺はあるものの、海岸部と内陸部で大きな地域差は見られない状況である．そんな中で、道勅言

丁目本海門の南側の上ノ国、江差でいくぶん勢力がある状況で、内陸部では道央地域でいくぶん優勢な傾向である。
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25■無　詞 「ハ　　の鴻
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◇「これ（ハ）、いいけど、それ（ハ）だめだよ。」を例文として助詞「ハ」の省略表現（無助詞表現）をするかを問う。

　北海道で比較的勢力があり、いくぶん優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部に比べ、下北半島部では勢力が弱い傾向で、先端地へ向かうに従っ
て弱くなっている。秋田県では、海岸部の岩城では勢力が弱いものの、海岸部、内陸部で同じような勢力状況である。山形県では、海岸部に比べ内陸部で
いくぶん優勢な傾向である。岩手県では、海岸部、内陸部で同じような勢力状況である。新潟県では、内陸部でいくらか優勢な傾向である。
　北海道では、海岸部、内陸部ともに地点間で勢力の強弱が見られるものの、海岸部と内陸部で大きな地域差が見られない状況である。そのような中で、
道南方言圏日本海側の南側の上ノ国、江差でいくぶん勢力がある状況で、内陸部では道央地域で優勢な傾向である。
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◇「川の水（ヲ）飲むなってさ。」を例文として、助詞「ヲ」の省略表現（無助詞表現）をするかを問う。

　秋田県、山形県、新潟県、北海道で比較的勢力があり、優勢である。青森県では、中央部に比べ、津軽半島部、下北半島部では勢力が弱く、津軽半島部
の先端地でより弱い状況である。秋田県では、青森県寄り海岸部の能代で優勢で、海岸部、内陸部で同じような勢力状況である。山形県では、海岸部、内
陸部で同じような勢力状況である。岩手県では、海岸部、内陸部で同じような勢力状況で、海岸部、内陸部ともに南側の釜石、遠野で比較的勢力がある。
新潟県では、内陸部でいくらか勢力がある傾向である。
　北海道では、海岸部、内陸部ともに地点間で勢力の強弱はあるものの、海岸部と内陸部で大きな地域差が見られない状況である。そのような中で、道南
方言圏大平軸側の亀田半島先端地の椴法華では強い勢力である。内陸部では道央地域でいくぶん優勢な傾向である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墨格助飼「ガ」の省略　⑧係助罰「ハ」の省略　▼橿助飼「ヲ」の省略

◇「誰もしないんだら、僕（ガ）、やってもいいよ。」「これ（ハ）、いいけど、それ（ハ）だめだよ。」「川の水（ヲ）飲むなってさ。」を例文として格助詞
「ガ」、係助詞「ハ」、格助詞「ヲ」の省略表現（無助詞表現）の使用状況を見る。

　助詞の省略表現、言い換えるなら無助詞表現の勢力状況を見ると、秋田県、山形県、新潟県、岩手県、そして北海道の間には大きな使用差は見られない
が、青森県の下北半島部では比較的弱い状況である。そのような中で、格助詞「ヲ」の省略表現が比較的使われており、優勢な傾向至ある。それに比べ、
格助詞「ガ」と係助詞「ハ」の使用はいくぶん勢力が弱く、大きな差がない状況である。ただし、北海道の太平洋側の胆振地域、日局地域、道東地域、オ
ホーツク三二地域、そして内陸部では、格助詞「ヲ」と格助詞「ガ」、係助詞「ハ」の省略表現には、他の地域に比べ大きな差がない傾向が見られる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「早く学校サ行こう。」を例文として、助詞「サ」の方向を表す用法の使用を問う。

　青森県、秋田県、山形県、岩手県、北海道で勢力があり、青森県、秋田県、山形県で優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部で大き
な差がない状況であるが、津軽半島部で比較的勢力の弱い地点が見られる。秋田県では、海岸部、内陸ともに勢力があり、海岸部では青森県寄りの能代で
他の地点より勢力があるが、内陸部で優勢である。山形県では、海岸部、内陸部ともに勢力があり、海岸部で優勢である。岩手県で1さ、海岸部、内陸部と

も灘三二二二二二二二島弓懸繍重機辮自篇鶴舗輪乗纏辮島襲郷輸欝霧黙奨輩論高
地域の先端地えりもでも勢力がある。道南方言圏以北の日本海側海岸部、太平洋側の胆振、道東地域、オホーツク憎憎では弱く、内陸部では微弱である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧方向の助銅・「学鞍さ行く」　層方向の助詞・「山さ行く」

◇「早く学校サ行こう。」「タケノコ採りに山サ行くの？」を例文として、助詞「サ」の方向を表す用法の使用状況を見る。

　青森県、秋田県、山形県、岩手県、北海道で勢力があり、青森県、秋田県、山形県で優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部で大き
な差がなく優勢である。秋田県では青森県寄り海岸部の能代では勢力があるが、内陸部で優勢である。山形県では勢力があり、海岸部で優勢である。岩手
県では勢力がある。新潟県では、新潟以北で極めて微弱で、新潟以南では全く勢力がない。北海道では、道南方言圏太平洋側の亀田半島先端地域、福島、
日本海側の南側と北側の積丹半島部で勢力があり、優勢である。太平洋側日高地域の先端地えりもでも勢力がある。道南方言圏以北の日本海側海岸部、太
平洋側の胆振、道東地域では極めて弱く、オホーツク海側、内陸部では微弱である。前置語「学校」と「山」の違いによる有意な使用差は認められない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一73一
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31圏目　の　詞：「外へ　びサ行
北海道と東北・新潟での方言使用の現況一30歳代～50歳代の年齢層一
　　　　　　　一目的の平飼・r外へ遊びさ行く」一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「外へ遊びサ行く。」を例文として、助詞「サ」の目的を表す用法の使用を問う。

32■　　の　詞：「の上サある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道と棄北・新潟での方言使用の講武一30岩代～50歳代の年齢層一
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一場所の助罰・「机の上さある」一
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◇「本、机の上サある。」を例文として、助詞「サ」の場所を表す用法の使用を問う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。74一
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◇「早く学校サ行こう。」「外へ遊びサ行く。」「本、机の上サある。」を例文として、助詞「サ」の方向・目的・場所を表す用法の使用状況を見る。

　方向と場所の「サ」は、ほとんど差がない使用状況で、青森県、秋田県、山形県、岩手県、北海道の道南方言圏で勢力があり、青森県、山形県で優勢で
ある。目的の「サ」は、青森県下北半島部、山形県海岸部の南側、内陸部の米沢、岩手県で勢力があり、青森県下北半島部先端地の佐井、大問、山形県海
岸部の南側、内陸部の米沢、岩手県で優勢である。青森県の中央部、津軽半島部、秋田県では勢力が弱く、新潟県では新潟以北で極めて微弱で、新潟以南
では全く勢力がない状況である。北海道では、道南方言圏松前寄りの福島では勢力があり、道南方言圏日本海側の南側と北側の積丹半島部では弱いながら
も勢力が見られる。道南方言圏以北の日本海側、太平洋側の胆振、日高、道東地域では微弱である。オホーツク海側、内陸部では極めて微弱である。
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◇「明日は雪だベヨ」を例文として、推量表現「～ダベヨ」の使用を問う。

　強くはないが、北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部、下北半島部で同じように弱い勢力である。秋田県では、海岸部、
内陸部ともに微弱である。山形県では、海岸部では全く勢力がなく、内陸部では微弱である。岩手県では、海岸部、内陸部ともに弱い勢力状況である。新
潟県では、海岸部、内陸部ともに全く勢力が見られない。
　北海道では、道南方言圏太平洋側の亀田半島先端地域、松前寄りの福島、日本海側の南側で勢力があり、優勢である。道南方言圏以北の日本海側では弱
い。太平洋側の日高地域では先端絶えりもで勢力があるが、他の地点では弱い状況で、胆振地域、オホーツク海側の地域、内陸部では微弱である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一75一
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◇「これ、こうやるんだベサ」を例文として、確認表現「～ダベサ」の使用を問う。

　強くはないが、青森県、北海道：で勢力があり、優勢である。青森県では、中央部、津軽半島部で同じような勢力で、下北半島部で優勢である。秋田県で
は、海岸部、内陸部ともに微弱である。山形県では、海岸部ではほとんど勢力がなく、内陸部では極めて微弱である。岩手県では、海岸部、内陸部ともに
微弱な状況である。新潟県では、海岸部ではほとんど勢力がなく、内陸部では全く勢力が見られない。
　北海道では、道：南方言圏で勢力の弱い地点が比較的多く見られるが、海岸部、内陸部で大きな差のない勢力状況である。

36□　丁丁　「～べ」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藷蛮

◇「天気だよ。’海に行くべ。」を例文として、勧誘表現「～べ」の使用を問う。

　青森県、秋田県、山形県、岩手県、北海道で勢力があり、青森県、秋田県の内陸部、山形県の内陸部、岩手県で優勢である。青森県では、中央部、津軽
半島部、下北半島部で同じような勢力状況である。秋田県では、海岸部、内陸部ともに勢力があり、内陸部で優勢で、横手で強い勢力がある。山形県では、
海岸部では酒田で弱い勢力が見られるものの、他の地点では全く勢力がなく、内陸部で強い勢力があり優勢である。岩手県では、海岸部、内陸部ともに強
い勢力で、海岸部では南下するに従い強くなっている。新潟県では、海岸部ではほとんど勢力がなく、内陸部では微弱である。
　北海道では、道南方言圏で優勢で、太平洋側の亀田半島先端地域、松前寄りの福島、日本海側の南側地域で勢力がある。内陸部では、道央の砂川、オホ
ーツク海側の遠軽で勢力があるが、道北では弱く、全体としては勢力は弱い状況である。大平洋側の胆振地域、オホーツク丁丁地域でも弱い傾向である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一76一
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◇「その自然を撮った写真集いいベサ。」を例文として、勧誘表現「～ベサ」の使用を問う。

38■当然表　　「～ダベ」

北海道と東北・新潟での方言使用の現況一30歳代～50歳代の年齢膚一
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◇「そりゃあそうだべ。」を例文として、当然表現「～ダベ」の使用を問う。
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があり、札幌の東区では勢力がなく、道北の名寄では極めて微弱であるが、全体としては道南方言圏以外の海岸部と同じような勢力状況である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一77一
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▼色調現・r柑だぺよ」⑱ 確認塞現・r～だぺさ」 ▲勧工現・r一べ」畳勧撒硯・臣べさ」

’　◇「明同は雪だベヨ」「これ、こうやるんだベサ」「天気だよ。海に行くべ。」「その自然を撮った写真集いいベサ。」を例卒として、「べ」の推量・確認・

　　勧誘での用法の使用状況を見る。

　　推量「～ダベヨ」、確認「～ダベサ」、勧誘「～ベサ」は、秋田県、山形県、岩手県、新潟県では勢力が極めて弱い。青森県と北海道では勢力があり、
　その使用は、ほぼ、確認「～ダベサ」、勧誘「～ベサ」、推量「～ダベヨ」の順の状況である。勧誘「～べ」は、山形県の海岸部、新潟県ではほとんど勢
　力がないが、青森県、秋田県、山形県の内陸部、岩手県では優勢である。北海道では、道南方言圏の南側で優勢である。山形県の海岸部、新潟県を除いて、
　本州では勧誘「～べ」が他の用法に比べ極めて優勢なのに対し、北海道では推量「～ダベヨ」、確認「～ダベサ」、勧誘「～ベサ」と大差ない状況である。

　　40■推量・　　・勧　・当然表　の「～べ　の使用　況
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◇「明日は雪だベヨ」「これ、こうやるんだベサ」「天気だよ。海に行くべ。」「その自然を撮った写真集いいベサ。」「そりゃあそうだべ。」を例文として、

　「べ」の推量・確認・勧誘・当然での用法の使用状況を見る。

陸部と新潟県では、当然「～ダベ」、推量「～ダベヨ」、確認「～ダベサ」、勧誘「～ベサ」、勧誘「～べ」どれも勢力がない状況である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．78一
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翻響騨耀騨薯耀鞠
◇「雨降ってきたよ。傘持ってるショ。」を例文として、確認表現「～（ッ）ショ」の使用を問う。

　北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、津軽半島部、中央部、下北半島部で同じように微弱な勢力状況である。秋田県では、海岸部では微弱で、
内陸部ではほとんど勢力がない。山形県では、海岸部では全く勢力がなく、内陸部では微弱である。岩手県では、海岸部ではほとんど勢力がなく、内陸部
では微弱である。新潟県では、海岸部、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内陸部ともに微弱である。

　北海道では、海岸部、内陸部ともに大きな差のない勢力状況であるが、内陸部の道北名寄では勢力が弱い状況である。

42■確　表　　「（ッ）ショ　：「海に行くッショ
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遠漕　釜冒租　長新新　摺出新神村府　米山天田新　温酒酒遊　横大角　象摺本岩秋舅鮨　深田小五三今蟹、弘轡　摘む風大佐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長八森画題椴戸漏壷　松上江熊北響岩共泊縛積古小　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増留皇霊天口脇　札札砂湾富旭士名北違　伊登口苫　静漏纏え　鯛厚根　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねのなま
野戸　石古市　岡津兜　江猛潟林上聞　沢形童山庄　海岡田佐　手曲館　潟賀荘城田履代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浦二丁藻　囎噂騨館島前6三石虚説　　響川川重　　雀内河似島麟　扇　　　　　　　田　津崎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保

◇「天気だよ。海に行くッショ。」を例文として、確認表現「～（ッ）ショ」の使用を問う。

　強くはないが、北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、津軽半島部、中央部、下北半島部で同じように微弱な勢力状況である。秋田県では、海
岸部では微弱で、内陸部ではほとんど勢力がない。二形県では、海岸部ではほとんど勢力がなく、内陸部では微弱である。岩手県では、海岸部ではほとん
ど勢力がなく、　　　　　　　　　　内陸部では全く勢力がない。新潟県では、海岸部、内陸部ともに微弱である。
　北海道では、海岸部では道南方言圏以北の日本海側、オホーツク海側で他の地域よりいくぶん弱く、内陸部では道北で微弱な勢力状況である。
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43■ 「（ッ）ショ　：「お　子おいしい“ショ
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轟講幣露塵聖誕鯉塵幽幽里国織暗晦革綴三訂当会森耀騨購霧嵩購駆動繍書寓幽晦綴朧萎畷墾鰹董翌糠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「このお菓子、おいしッショ」を例文として、確認表現「～（ッ）ショ」の使用を問う。

　北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、津軽半島部、中央部、下北半島部で同じように微弱な勢力状況である。秋田県では、海岸部では微弱で、
内陸部ではほとんど勢力がない。山形県では、海岸部ではほとんど勢力がなく、内陸部では微弱である。岩手県では、海岸部、内陸部ともにほとんど勢力
がない。新潟県では、海岸部、内陸部ともに微弱である。
　北海道では、道南方言圏、太平洋側の日高地域、道東地域で比較的優勢な傾向で、道南方言圏以北の日本海側地城、オホーツク海側、内陸部の道北とオ
ホーツク海雲には勢力の弱い地点が比較的多い状況である。

44■ 表「ッ）ショ：「0とかなるッショ
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三二舗至難羅纏鶏二士姦騨日曝1議皇尊騨三曲聯畜嚢購二面瓢響前盛萎萬辮羅鞠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「何とかなるッショー。」を例文として、確認表現「～（ッ）ショ」の使用を問う。

　北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、津軽半島部、中央部、下北半島部で同じように微弱な勢力状況である。秋田県では、海岸部では弱く、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、内陸部ともに弱い状況である。内陸部では微弱である。山形県、岩手県では、海岸部、内陸部ともに微弱である。新潟県では、海岸部
　北海道では、道南方言圏、太平洋側の目高地域で比較的優勢な傾向で、道南方言圏以北の日本海側の北側、オホーツク海側、内陸部の道北とオホーツク
海側では勢力の弱い地点が比較的多い状況である。
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45■ 「ッ）ショ　：「妹　　れてって　いッショ
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◇「妹、連れてって、いッショ？」を例文として、確認表現「～（ッ）ショ」の使用を問う。

内装導譲妻室騰藁雑葦葺馨ほ1ま幾甥あ・華華‡離霧聡響鷲麟鞭繍塁塞蟻藷塁壁瓢
　北海道では、道南方二二、太平洋側の日高地域、道東地域で比較的優勢な傾向で、道南方言圏以北の日本海側、オホーツク海側、内陸部の道北とオホー
ツク海・側では勢力の弱い地点が比較的多い状況である。

46■確 表 「（ッ）ショ　の使用状況
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畷鰹
蟹驕　　　別

馨　　愈持ってるショ　㊥お菓子おいしッショ　　海に行くッシヨ

△何とかなるッシg一▼蛛、顧れてって、いッショ

◇「傘持ってるショ」「海に行くッショ」「おいしッショ」「何とかなるッショ」「いッショ」を例文として、確認表現「～（ッ）ショ」の使用状況を見る。

　北海道で優勢である。青森県では、津軽半島部、中央部、下北半島部で同じように微弱である。秋田県では海岸部で弱く、内陸部では微弱である。山形
県、岩手県では、海岸部、内陸部ともに微弱である。新潟県では、海岸部、内陸部ともに弱い勢力状況である。
　北海道では、道南方言圏、太平洋側の日高地域、道東地域でいくぶん優勢な傾向で、道南方言圏以北の日本海側、オホーツク海幸、内陸部の道守とオホ
ーツク海側では勢力の弱い地点が比較的多い。
　勢力のある北海道では、文例により勢力差が見られる。・それは、上出語が日常の中で身近な生活語として使われているか否かという使用頻度、それぞれ
の文脈から表出されるニュアンス、情感の違いによるものと思われる。　＊1012．2．13．殴Krたべもの」種子島・沖ヶ浜田生え抜き男性（40歳代）「うまいッショ」を使用。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一81・



47■　問の r～カイ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区
◇「鮎の生息の北限、北海道の余市カイ？」を例文として、疑問の表現「～カイ」の使用を問う。

　北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、津軽半島部、中央部、下北半島部で同じように微弱である。秋田県では、海岸部で微弱で、内陸部では
ほとんど勢力がない。山形県、岩手県、新潟県では、海岸部、内陸部ともに微弱である。
　北海道では、道南方言圏の南側で勢力の弱い地点が多く、日本海側の熊石では微弱である。道南方言圏以北の日本海側、オホーツク海側ではいくぶん勢
力が弱い傾向である。大平洋側の胆振地域、日高地域、内陸部では、大きな勢力差は見られず、他の地域に比べてやや勢力がある傾向である。

48■　き（確認の　を　む）の表現「～カイ
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49■　　の r～カイ
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講論繍二二㍊姦無品爆1議画嚢謡講騨愚論触出響斎募灘朧裏灘騰舞
◇「松前の桜、見に行かないカイ？」を例文として、勧誘の表現∫～カイ」の使用を問う。

　北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、津軽半島部、中央部、下北半島部で弱い状況である。秋田県では、海岸部、内陸部ともに弱い。山形県
では、海岸部では微弱で、内陸部では弱い状況である。岩手県、新潟県では、海岸部、内陸部ともに弱い勢力である。
　北海道では、道南方丁丁の太平洋側で勢力の弱い地点が多く、日本海側の南側でも比較的勢力の弱い地点が多い。道南方言圏以北の日本海側でも比較的
勢力の弱い地点が多い。他の海岸部、内陸部では大きな勢力差は見られず、他の地域に比べてやや勢力がある状況である。

50■ 問の表 ・　き（ ）の表　・勧　の表　「～カイ の使用状況
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翻織灘騨農曝1議搬鞭糊馨葬職麟紳翠辮翻響濡聯糠裏寓職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区 釧厚根路岸室 斜網紋浜
｢走別頓　　　別

●鮎の北儀調ヒ油繊の余市カイ（疑面 畳小欄二眉たことあるんだっr肋イ （驚書（確働の意を魯む）｝▼松霊ゆ桜、見に行かないカイ？（㎜

◇「鮎の生息の北限、北海道の余市カイ？」「石原裕次郎、小樽に居たことあるんだってカイ？」「松前の桜、見に行かないカイ？」を例文として、疑問
　の表現・驚き（確認）の表現・勧誘の表現の「～カイ」の使用状況を見る。

　青森県では、津軽半島部、中央部、下北半島部、でともに弱く、秋田県では海岸部、内陸部ともに弱い状況である。山形県では海岸部で微弱で、内陸部
では弱い状況である。岩手県、新潟県では海岸部、内陸部ともに弱い勢力状況である。北海道では勢力があり、優勢である。道南方言圏の南側で勢力の弱
い地点が比較的多い。道南方言圏以北の日本海側でもいくぶん勢力が弱い傾向である。大平洋側の胆振、日高、道東地域、オホーツク海側、内陸部では、
大きな勢力差は見られず、他の地域に比べてやや勢力がある傾向である。本州側の各県では、勢力が弱い中、勧誘の表現「～カイ」がいくぶん優勢な傾向
で、北海道でも勧誘の表現「～カイ」が優勢で、疑問がそれに次ぎ、驚き（確認の意を含む）の表現がそれらに比べて使用が少ない状況である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一83一



51■’ 「～ダカラ　：「かになったんダカラ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「彼女、静かになったんダカラ。」を例文として、詠嘆表現「～ダカラ」の使用を問う。

　強くはないが、北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、津軽半島部、中央部、下北半島部で同じように弱い勢力状況である。秋田県では、海岸
部、内陸部で同じように弱い勢力である。山形県では、海岸部、内陸部で同じように勢力は弱いが、南側でいくぶん勢力がある状況である。岩手県では、
海岸部、内陸部で同じように勢力は弱いが、海岸部、内陸部ともに南側の釜石ぐ遠野で比較的勢力がある状況である。新潟県では、海岸部、内陸部で同じ
ように勢力は弱いが、新潟以北の山形県寄りの地域でいくらか勢力がある傾向である。
　北海道では、道南方言圏で比較的勢力ρ弱い地点が多い状況であるが、海岸部、内陸部で大きな差が見られない状況である。
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舞云舗墓難綿綿翻縄墨繍騨塁壁1認轟鞭会森獲麟櫛嵩購省毫縦響騨轟聯墨縄舞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「おじいちゃん、怒ったんダカラ。」を例文として、詠嘆表現「～ダカラ」の使用を問う。

　北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、津軽半島部、中央部、下北半島部で同じように弱い勢力状況である。秋田県では、海岸部、内陸部で同
じように弱い勢力状況である。山形県では、海岸部、内陸部で同じように勢力は弱いが、内陸部の南側米沢ではいくぶん勢力がある状況である。岩手県で
は、海岸部、内陸部で同じように勢力は弱いが、南側で勢力がある状況である。新潟県では、海岸部、内陸部で同じように勢力が弱いが、新潟以北の山形
県寄りでいくぶん勢力がある状況である。
　北海道では、道南方言圏で比較的勢力の弱い地点が多い状況であるが、海岸部、内陸部で大きな差が見られない状況である。
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53■’表　「～ダカラ　の使用

お

1
器9
31
8認
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北海道と東北・新潟での方言使用の現況一30歳代～50歳代の年齢層一
　　　　　　　　　一詠嘆表現「～ダカラ。」一

舞言磐賭弓難誓灘叢雛羅轟講蕊騨髭耀騨罷巨霊藩蓋耀鼎畜三焦霧欝葺辮器壽翻難濡藷募灘鑑鶏皇萎磯耀鯉藩嚢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌お爺ちゃん、闘うたんダカラ。畠彼女、齢かになったんダカラ．

◇「おじいちゃん、怒ったんダカラ。」「彼女、静かになったんダカラ。」を例文として、詠嘆表現「～ダカラ」の使用状況を見る。

　「怒ったんダカラ」と「彼女、静かになったんダカラ」で「～ダカラ」の使用状況を見ると、ともに、北海道で優勢である。青森県、秋田県では同じよ
うに弱い勢力である。山形県では勢力は弱いが、南側でいくぶん勢力がある状況である。岩手県では勢力は弱いが、海岸部、内陸部ともに南側の釜石、一

華手勢吊手霧手手手手1ま灘千千蔀藝難斐窪難平台盤器碁蝉力がある状況である詞ヒ海道では・道南方調で
　「怒ったんダカラ」がいくぶん優勢に見受けられるが、有意な差とは思われない。上接語の語性が関連しているところがら来る差であろうか。

54■　然態・進行態の表現「～タッタ　：「居タッタ
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫　　　一　　　　　　　　　　　　～
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募芦灘騨鯉塵魏摺雷灘騨器曝1講裏叢馨磐奇算纏馨罫離島嵩紳葵贈翻書晶晶謹蓬魏萎畷雛墾鯉務蚕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「お姉ちゃん、元気で居タッタよ。」を例文として、日置態・進行態の表現「～タッタ」の使用を問う。

　岩手県、新潟県で勢力があり、優勢である。次いで、青森県、秋田県、北海道で勢力が見られる。青森県では、津軽半島部、中央部に比べ、下北半島部
で勢力がある。秋田県では、海岸部、内陸部で同じような勢力状況であるが、海岸部では秋田以南に勢力の弱い地点が多い。山形県では、海岸部ではほと
んど勢力がなく、内陸部では米沢で勢力があるが、他の地点では微弱である。岩手県では、海岸部、内陸部ともに同じように勢力がある。新潟県では、海
岸部、内陸部ともに新潟以北の地点で勢力があるが、山形県寄り海岸部の誠意では勢力が弱い。
　北海道では、道南方言圏で勢力があり、太平洋側と日本海側の北側の積丹半島部で優勢である。道南方言圏以北の日本海側では弱く、太平洋側の日高地
域では先端地えりもでは勢力があるが、他の地点では微弱で、道東地域、オホーツク海側の地域では弱く、胆振地域と内陸部では微弱である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。85一



55■　、　。進一の 「～タッタ　：「　タッタ
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轟斉舗騨欝轟轟撃三二書聖畷騨欄奇牌騨轡騨享魏襯響豊麗聯縛額輝鞠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「おばあちゃん、三十ッタねえ。Jを例文として、既然態・進行態の表現「～タツタ」の使用を問う。

　強くはないが、岩手県、新潟県で勢力があり、優勢である。次いで、青森県、秋田県、北海道で勢力が見られる。青森県では、津軽半島部、中央部に比

硬髭蟻訟訴鰹三三塵三三離蚕轄蕪幽艶墨壷薦毒些些難二二隔齢躍篶鶴瓢
　北海道では、道南方平平田本海側の北側の積丹半島部で勢力があるが、太平洋側、日本海側の他の地点では微弱である。道南方言圏以北の日本海側、太
平洋側の胆振地域、日高地域、道東地域、オホーツク県側の地域では微弱で、内陸部では極めて微弱である。

56■　然　・進行　の　　「～タ・・タ　の使
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北海道と東北・新潟での方言使用の現況一30歳代’｝50歳代の年齢層一
　　　　　　　一既実態・進行態の表現「～タツタ」一

多言薯喜需喬誓馨難誓鯉塵糞雛塁藩瑞雲二重灘耀劣毒叢雲騎裏張馨観望糞惹望潮轡野屋三聖岳霊三蓋泊錨星織藷翻ll需鮮薯萱猫皇萎畷躍麟妻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畳お聾ちゃん、寝タッタねえ　㊧お姉ちゃん噂元気で居タツタよ

◇「おばあちゃん、寝タッタねえ。」「お姉ちゃん、元気で居タッタよ。」を例文として、既然態・進行態の表現「～タッタ」の使用状況を見る。

海簾纏蕩議騨鷹譲翁τ、辮多瀞麟盟三韓羨蛮蜘藤翻継呼子灘子守鍵購寸
話灘丼念紙謬男謡馨禦汐齢亀虫奪懸翼壁鶴舗魏離鵜勧蠣暴穿9難翻二二二二二二二二二三羅局雑撫
で、内陸部では極めて微弱である。勢力が見られる岩手県、新潟県、青森県、秋田県、北海道の道：南方言圏では、「居タッタ」が優勢な状況である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．86一



57■　手への配 独 「ナンモ
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一　　ンモー

％
脚
9
0
田
力
6
0
5
0
釦
釦
2
コ
ゆ
D
舞踊器蕃襲唖聾醗撃茎三三衰灘綿縮王畿曙雛鞘欝欝纈翻響聯諺朧裏灘職

◇「世話になったな。」「ナンモさ。」を例文として、相手への配慮表現「ナンモ」の使用を問う。

　青森県、秋田県、北海道で勢力があり、北海道で優勢である。青森県では、津軽半島の陸奥湾側から先端地の地域、下北半島部で比較的に弱い状況であ
る。秋田県では、海岸部で比較的弱く、秋田以南に弱い地点が多い。内陸部では南に向かうに従って勢力が強くなっている。山形県では、海岸部では全く
勢力がなく、内陸部ではほとんど勢力がない。岩手県では、青森県寄り海岸部の種市で弱いながら勢力がみられるが、海岸部の他の地点、内陸部では微弱
である。新潟県では、海岸部南側の出雲崎で弱いながら勢力が見られるが、海岸部の他の地点、内陸部では微弱である。
　北海道では、内陸部に比べて海岸部で勢力が強く、道南方言圏で優勢な傾向である。内陸部では、道北地域、オホーツク海側の地域でくぶん勢力が弱い。

58圏相手への配慮表現：反復表現「ナンモナンモ」
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濁声繍難舞遡灘灘攣査姦濫量曝1三皇器獺蕪当会森器器騨購響岩攣辮驕書響騨総皇萎欝欝鯉噸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区
◇「やあ、すまないね。」「ナンモナンモ、いんだよ。」を例文として、相手への配慮表現「ナンモナンモ」の使用を問う。

　青森県、秋田県、北海道で勢力があり、同じように優勢である。青森県では、津軽半島部、中央部、下北半島部で同じように勢力があるが、津軽半島部
でいくぶん優勢な傾向である。秋田県では、海岸部の秋田以南では弱いが、秋田以北の青森県寄りの能代、男鹿では強い。内陸部で強い勢力で優勢である。
山形県では、海岸部ではほとんど勢力がなく、内陸部では微弱である。岩手県では、青森県寄り海岸部の種市で勢力があるが海岸部の他の地点、内陸部
では弱い。新潟県では、海岸部南側の出雲崎で弱いながらも勢力が見られるが、海岸部の他の地点、内陸部では微弱である。
　北海道では、内陸部に比べて海岸部で勢力があり、道南方言圏で優勢である。内陸部では、道北地域、オホーツク海側の地域でくぶん勢力が弱い。
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59■　手への配 独表　　「ナンモ　と 「ナンモナンモ　の使用　況
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊥ナンモさ、気にするんでない。畳ナンモナン毛、いいんだよ。

◇「世話になったな。」「ナンモさ。」と「やあ、すまないね。」「ナンモナンモ、いんだよ。」を例文として、相手への配慮表現「ナンモ」と「ナンモナン
　モ」の使用状況を見る。

　青森県、秋田県、北海道で勢力があり、優勢である。青森県では津軽半島部でいくぶん優勢な傾向である。秋田県では海岸部では秋田以南では弱いが、
秋田以北青森県寄りの能代、男鹿、内陸部では強い勢力がある。山形県ではほとんど勢力がない。岩手県では青森県寄り海岸部の種市で勢力があるが、他
の地点では弱い。新潟県では海岸部南側の出雲崎で弱いながらも勢力が見られるが、他の地点では微弱である。北海道では、道南方言圏で優勢な傾向で、
内陸部に比べて海岸部で勢力があり、内陸部では道学、オホーツク海側の地域でくぶん勢力が弱い。青森県、秋田県、岩手県では「ナンモナンモ」が優勢、
北海道の道南方言圏南側以外の地域では「ナンモ」が優勢な傾向で、道南方言圏南側の地域では「ナンモナンモ」と「ナンモ」が拮抗している状況である。

60■ラ　き表　＝「来レル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僧
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轟勇舗蕃難鍵塵脚継撃麟養灘耀蚕議叢騨算菱影画曜騨壁越皐魏瑠1撃墜開講裏糊騰翁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「今日中に出て来レル？」を例文として、ラ抜き表現「～レル」の使用を問う。

　秋田県、岩手県、新潟県、北海道で勢力が強く、北海道でいくぶん優勢な傾向である。次いで青森県で勢力があり、山形県では、それらに比べて勢力が
弱い状況である。青森県では、中央部で優勢な傾向で、下北半島部では先端地域で弱い。秋田県では、海岸部、内陸部でともに勢力がある。山形県では、
内陸部で優勢で、海岸部では弱いが南下するに従い勢力が増えている状況である。岩手県、新潟県では、海岸部、内陸部ともに勢力が強い。
　北海道では、海岸部、内陸部ともに強い勢力であるが、道南方言圏太平洋側の亀田半島先端地域、日本海側北側の積丹半島先端地で比較的勢力の弱い状
況である。道南方言圏に比べ、他の海岸部、内陸部で比較的優勢な傾向である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一88一



61■ラ　き ：「　ペレル
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墨灘繕騨纏開蕾灘騨騨1三舞馨聯森晶晶毒矯泊葵購翠羅響騨覧轟窪翁騨臨調
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

◇「いちご、食べレルようになればいいね。」を例文として、ラ抜き表現「～レル」の使用を問う。

　秋田県、岩手県、新潟県、北海道で勢力が強く、北海道でいくぶん優勢な傾向である。次いで青森県で勢力があり、山形県では、それらに比べて勢力が
弱い状況である。青森県では、中央部で優勢な傾向で、津軽半島部、下北半島部ではいくぶん弱い。秋田県では、海岸部、内陸部でともに勢力がある。山
形県では、内．二部で優勢で、海岸部では弱いが南下するに従い勢力が増している状況である。岩手県、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟県では、海岸部、内陸部でともに勢力が強い。
　北海道では、海岸部、内陸部ともに勢力が強いが、道南方言圏日本海側北側の積丹半島先端地で比較的勢力の弱い状況である。

62■ラ抜き表　の使用　況
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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轟藷喜纈蕃難麟霧灘萬灘騨器曝毒謝裏謹零婁藩纏馨昇霊奮鞘慧紳蕎醐礪書響聯轟朧萎騰鐸鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻れる　　食べれる

◇「今日中に出て来レル？」「いちご、食べレルようになればいいね。」を例文として、ラ抜き表現「～レル〕の使用状況を見る。

　秋田県、岩手県、新潟県、北海道で勢力が強く、北海道でいくぶん優勢な傾向である。次いで青森県で勢力があり、山形県では、それらに比べて勢力が
弱い。青森県では中央部で優勢な傾向で、下北半島部では先端地域で弱い。秋田県では勢力がある。山形県では、内陸部で優勢で、海岸部では弱いが南下
するに従い勢力が増えている状況である。岩手県、新潟県では勢力が強い。
　北海道では勢力が強いが、道南方言圏日本海側北側の積丹半島先端地で比較的勢力が弱い状況で、道南方言圏に比べ他の地域では比較的優勢である。
　「来レル」と「食べレル」の使用は、ほぼ拮抗している状況で、「来レル」と「食べレル」の間には有意な使用差は認められない。．

．89一



63■　孟 「～ラセル：「ベラセル
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◇「時間になったら、弟に夕食を食べラセルんだよ。」を例文として、使役表現「～ラセル」の使用を問う。

　青森県、秋田県、山形県、岩手県、新潟県でも勢力があり㍉北海道で優勢である。青森県では、津軽半島部、中央部、下北半島部で同じような勢力で、
津軽半島部の小泊では他の地点より強い。秋田県では、海岸部では秋田以南で勢力があり、内陸部では南下するに従って勢力が増している状況で、海岸部
で優勢である。山形県では、海岸部で優勢で、内陸部では弱い。岩手県では、海岸部、内陸部ともに南側で優勢である。新潟県では、海岸部では新潟以北
山形県寄りの富屋、村上、神林で勢力が強く、内陸部では南下するに従って勢力が弱くなっている。海岸部で優勢である。
　北海道では、道南方言圏で優勢な傾向で、日本海側の南側の上ノ国、北側の積丹半島先端地積丹では強い勢力である。オホーツク海側の地域ではいくぶ
ん勢力が弱く、内陸部では勢力の弱い地点が多い。

64■ 表　「～ラセル：「来ラセル
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◇「あんたのところに、あの子を、来ラセルようにするからね。」を例文として、使役表現「～ラセル」の使用を問う。

　強くはないが、青森県、秋田県、山形県、岩手県、新潟県でも勢力があり、北海道で優勢である。青森県では、津軽半島部、中央部、下北半島部で同じ
ような勢力である。秋田県では、海岸部、内陸部で同じような勢力で、内陸部では南下するに従い勢力が増えている。山形県では、海岸部でいくぶん優勢
で、内陸部では弱い。岩手県では、海岸部部、内陸部ともに南側でいくぶん優勢である。新潟県では、海岸部、内陸部ともに新潟以北の地域で優勢である。
　北海道では、道南方言圏で優勢で、太平洋側、日本海側の南側の地域で勢力がある。オホーツク海側の地域ではいくぶん勢力が弱く、内陸部では勢力の
弱い地点が多い。
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65■　　　　　「～ラセル　の
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◇「時間になったら、弟に夕食を食べラセルんだよ。」「あんたのところに、あの子を、来ラセルようにするからね。」を例文として、使役表現「～ラセル」
　の使用状況を見る。

　北海道で優勢で、青森県、秋田県、山形県、岩手県、新潟県でも勢力がある。青森県では津軽半島部の小泊で強い勢力である。秋田県では秋田以南で勢
力があり、海岸部で優勢である。山形県では海岸部で優勢で、内陸部では弱い。岩手県では南側で優勢である。新潟県では新潟以北で強く、海岸部で優勢
である。北海道では道南方言圏で優勢で、日本海側の南側と北側の積丹半島先端地で強い。オホーツク海側ではいくぶん弱く、内陸部では弱い地点が多い。
　「食べラセル」と「来ラセル」の使用は、北海道と新潟県の新潟以北の海岸部で「食べラセル」が優勢な状況で、上接語の語性によるか、とも思われる。

66■　定表　　「形容詞イ＋バ　：「高イバ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区
◇「欲しいけど、高イバ買わないよ。」を例文として、仮定表現「形容詞イ＋バ」の使用を問う。

　青森県、秋田県、山形県、岩手県、北海道で勢力があり、青森県、北海道で優勢である。青森県では、津軽半島部、中央部、下北半島部で大差のない勢
力状況である。秋田県では、海岸部では秋田以北青森県寄りの能代、男鹿では他の地点より勢力があるが、秋田以南では弱い状況で、内陸部で優勢である。
山形県では、海岸部で優勢で、南側で勢力があり、内陸部では北側の新庄で勢力が見られるが、他の地点では極めて微弱である。岩手県では、海岸部、内
陸部ともに青森県寄りで勢力があり、海岸部でいくぶん優勢な状況である。新潟県では、新潟以北の山形県寄りでいくぶん勢力があり、内陸部では弱い。
　北海道では、海岸部で勢力があり、道南方言圏で優勢で、太平洋側亀田半島先端地域、福島、日本海側の南側と北側の積丹半島先端地域で勢力が強い。
太平洋側の日高地域、道東地域ではそれぞれ先端地域で比較的勢力がある。道南方言圏以北日本海側、オホーツク海門では弱く、内陸部では微弱である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一91一



67■　定 「 イ十バ：「’イバ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区
◇「開演遅イバ、帰りが遅くなるしね。」を例文として、仮定表現「形容詞イ＋バ」の使用を問う。

　青森県、秋田県、山形県、岩手県、北海道で勢力があり、青森県で優勢である。青森県では、下北半島部で比較的優勢である。秋田県では、海岸部で勢
力が弱く、秋田以南でより弱い状況で、内陸部で優勢である。山形県では、海岸部で優勢で、南側で勢力があり、内陸部では北側の新庄で勢力があるが、
他の地点ではほとんどない。岩手県では、海岸部、内陸部ともに青森県寄りで勢力があり、海岸部で優勢である。新潟県では北寄りで弱い勢力である。
　北海道では、海岸部で勢力があり、道南方言圏で優勢で、太平洋側亀田半島先端地域、松前寄りの福島、目本海側の南側と北側の積丹半島先端地域で強
い。太平洋側の日高地域、道東地域では先端地域で比較的勢力がある。道南方言圏以北の日本海側、オホーツク海側では弱く、内陸部では微弱である。

68■仮定表　　「形容詞イ＋バ　の使用　況
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遅いバ　　　高いバ

◇「欲しいけど、高イバ買わないよ。」「開演遅イバ、帰りが遅くなるしね。」を例文として、仮定表現「形容詞イ＋バ」の使用状況を見る。

轟輔三三差響織三皇繋こ三三鑛差響認三主芸当霧響書朧甥魔騨礎黙醗齎騰淫魑騨携
が、他の地点では極めて微弱である。岩手県では青森県寄りで勢力があり、海岸部で優勢である。新潟県では新潟以北の山形県寄り海岸部でいくぶん勢力

輪最霧努霧瀞芙輔需階三郷欝羅響堪番霧甥騰嚢誓甫露撒聖鯉面懸響簗蕩緊購穗鯉礫謬羅鑛塁蓄磐
　「高イバ」と「遅イバ」の使用では、青森県、岩手県、北海道で「高イバ」が比較的優勢な使用状況で、日常での使用の頻度差によるか、と思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一92一



69□　　表　　「タイシタ＋　容詞
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区
◇「あの遊び、タイシタおもしろいよ。」を例文として、程度表現「タイシタ＋形容詞」の使用を問う。

　青森県、秋田県、岩手県、北海道で勢力があり、青森県、秋田県、北海道で優勢な傾向である。青森県では、津軽半島側で優勢で、中央部、下北半島側
ではそれに比べて弱い状況である。秋田県では、秋田以北青森県寄り海岸部の能代、男鹿で勢力があるが、秋田以南の海岸部では比較的勢力の弱い地点が

暑落手弓手謙：守門ほ擁欝呼子門守灘守勢懸守礁洩門門内陸部で大きな差等られない状況である・
　北海道では、海岸部の道南方言圏、道南方言圏以北の日本海側で、他の海岸地域に比べ優勢な傾向である。内陸部では勢力の弱い地点が見られる。

70■程度表現「タイシタ＋動詞
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◇「昨日のドラマ、タイシタ感動したさ。」を例文として、程度表現「タイシタ＋動詞」の使用を問う。

　強くはないが、青森県、秋田県、岩手県、北海道で勢力があり、北海道で優勢な傾向である。青森県では、津軽半島部側で優勢な傾向であるが、陸奥湾
側から先端地域にかけては弱い。中央部でも弱い状況である。秋田県では、海岸部で、秋田以南で勢力の弱い地点が見られ、内陸部で比較的優勢である。
山形県では、海岸部では弱く、内陸部では微弱である。岩手県では、海岸部、内陸部で大きな差が見られない状況で、南下するに従って勢力が増えている
状況である。新潟県では、海岸部で弱い勢力で、新潟以南では極めて微弱で、内陸部ではほとんど勢力がない状況である。
　北海道では、海岸部の道南方言圏㌧道南方言圏以北の日本海側で他の海岸地域に比べ優勢な傾向で、道南方言圏の亀田半島先端地の椴法華、日本海側の
北側積丹半島先端地の積丹、道南方言圏以北目本海側の増毛では強い勢力である。内陸部では道央の砂川で勢力がある。
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71■ 「タイシタの用況
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊤タイシタ感鋤したさ。（タイシタ十動詞｝　墨タイシタおもしろいよ。（タイシタ十形容調》

◇「あの遊び、タイシタおもしろいよ。」「昨日のドラマ、タイシタ感動したさ。」を例文として、程度表現「タイシタ」の使用状況を見る。

　青森県、秋田県、北海道で優勢で、岩手県でも勢力がある。青森県では津軽半島側で優勢である。秋田県では海岸部で秋田以北青森県寄りの能代、男鹿
で勢力があるが、秋田以南では比較的勢力の弱い地点が見られ、内陸部で優勢である。山形県では海岸部では弱く、内陸部では微弱である。岩手県では海
岸部、内陸部で大きな差は見られない。新潟県では海岸部では弱く、新潟以南では極めて微弱である。内陸部ではほとんど勢力がない。北海道では道南方
言圏、道南方言圏以北の目本海側で優勢な傾向である。形容詞を修飾する用法と動詞を修飾する用法では、青森県、替田県、岩手県、北海道の海岸部では
形容詞を修飾する用法が優勢で、北海道の内陸部では形容詞を修飾する用法と動詞を修飾する用法が拮抗しているよつな状況である。

72■夕方の　　：「オバンデス」
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73■夕方の ：「オバンデシタ
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◇「こんばんわ」を意味する「オバンデシタ」の使用を問う。

　強くはないが、北海道で勢力があり、優勢である。青森県では、津軽半島部、下北半島部で勢力は弱いが優勢で、中央部では微弱である。秋田県では、
海岸部、内陸部ともに微弱である。山形県では、海岸部、内陸部ともに弱いが、内陸部でいくぶん勢力がある傾向である。岩手県では、海岸部、内陸部で
同じように弱い勢力であるが、海岸部、内陸部ともに青森県寄りの種市、二戸で勢力がある。新潟県では、海岸部、内陸部ともに勢力が弱い状況である。
　北海道では、内陸部に比べ海岸部でいくぶん勢力があり、内陸部では勢力の弱い地点が比較的多く、札幌では弱い状況である。

74■夕方の　　「オバンデス　と「オバンデシタ　の使用　況
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◇「こんばんわ」を意味する「オバンデス」「オバンデシタ」の使用状況を見る。

　「オバンデス」は、青森県、秋田県、山形県、岩手県、新潟県、北海道で勢力があり、新潟県を除いて優勢である。青森県では津軽半島部、下北半島部
で優勢である。秋田県では内陸部で優勢である。山形県では内陸部で優勢である。岩手県では海岸部、内陸部ともに勢力がある。新潟県では新潟以北山形
県寄りの地域で優勢で、新潟以南では勢力が弱い。北海道では、海岸部と内陸部に大きな勢力差ないが、海岸部ではオホーツク海側でやや勢力が弱く、内
陸部では勢力の弱い地点が比較的多い。「オバンデシタ」は勢力が強くはないが、北海道で優勢である。青森県では勢力が弱く、中央部では微弱である。
秋田県では微弱である。，山形県では弱い。岩手県でも弱いが、青森県寄りの種市、二戸で勢力がある。新潟県では弱い。北海道では内陸部に比べ海岸部で
いくぶん優勢で、内陸部では札幌で弱い。「オバンデシタ」は北海道で勢力が強く、「オバンデス」に迫るような勢力状況である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一95一
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